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海上自衛隊練習艦
「かしま」と「やまぎり」の2隻

ジャージーシティに寄港
見
学
し
た
イ
ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
航

空
宇
宙
博
物
館
（
西
45
丁
目
）

　

米
国
建
国
２
５
０
周
年
を
記

念
し
、
世
界
30
か
国
以
上
か
ら

大
型
帆
船
が
集
結
し
て
帆
船
パ

レ
ー
ド
を
繰
り
広
げ
た
が
、
日

本
の
海
上
自
衛
隊
の
令
和
8
年

度
遠
洋
航
海
練
習
艦「
か
し
ま
」

と
「
や
ま
ぎ
り
」（
東
良
子
司

令
官
、
乗
艦
総
勢
５
３
０
人
）

も
Ｎ
Ｙ
に
来
航
し
、
ジ
ャ
ー
ジ

ー
シ
テ
ィ
ー
に
寄
港
し
た
。
５

日
夕
に
は
日
米
招
待
客
１
２
０

人
が
参
加
し
た
艦
上
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
開
か
れ
た
ほ
か
、
練
習

生
た
ち
は
３
日
昼
に
は
下
船

し
、
研
修
の
一
環
で
米
航
空
母

艦
イ
ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
航
空
宇
宙

博
物
館
を
見
学
し
た
。
今
回
は

70
回
目
の
航
海
に
あ
た
り
、
５

月
16
日
か
ら
10
月
24
日
ま
で
の

１
６
１
日
間
で
パ
ナ
マ
、
メ
キ

シ
コ
な
ど
５
か
国
11
港
に
寄
港

予
定
だ
。（
写
真
・
三
浦
良
一
）

　

米
連
邦
最
高
裁
は
6
月
30

日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
進
め

る
「
出
生
地
主
義
」
見
直
し
を

巡
る
訴
訟
で
、
下
級
審
に
よ
る

全
米
一
律
の
差
し
止
め
命
令
の

適
用
範
囲
を
制
限
す
る
判
断
を

示
し
た
。
一
方
で
、
大
統
領
令

そ
の
も
の
の
合
憲
性
に
つ
い
て

は
判
断
を
見
送
り
、
憲
法
修
正

14
条
が
保
障
す
る
出
生
地
主
義

の
是
非
は
今
後
の
審
理
に
委
ね

ら
れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
不
法
滞

在
者
や
一
時
滞
在
者
の
子
ど
も

へ
の
自
動
的
な
市
民
権
付
与
を

見
直
す
こ
と
で
、
不
法
移
民
対

策
の
強
化
や
「
バ
ー
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
（
出
産
目
的
の
渡
航
）」

の
抑
制
を
目
指
し
て
い
る
。
出

生
地
主
義
は
１
８
９
８
年
の
連

邦
最
高
裁
判
決
で
確
立
さ
れ
た

憲
法
解
釈
で
あ
り
、
今
回
の
判

断
を
受
け
て
も
直
ち
に
制
度
が

変
更
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

今
後
は
各
州
で
の
訴
訟
や
最
高

裁
に
よ
る
本
案
審
理
の
行
方
が

注
目
さ
れ
る
。

出
生
地
主
義
見
直
し
に
待
っ
た

米
最
高
裁
が
大
統
領
令
を
制
限

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

米
移
民
・
関
税
執
行
局
（
Ｉ

Ｃ
Ｅ
）
が
６
月
最
後
の
５
日
間

で
１
万
人
を
超
え
る
移
民
を
拘

束
し
た
こ
と
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
独
自
取
材

で
明
ら
か
に
な
っ
た
（
７
月
１

日
付
電
子
版
）。
同
紙
が
入
手

し
た
内
部
文
書
や
連
邦
当
局
者

へ
の
取
材
に
よ
る
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ

幹
部
は
国
外
退
去
対
象
者
の
摘

発
を
大
幅
に
増
や
す
よ
う
指
示

を
受
け
、
１
日
あ
た
り
の
拘
束

者
数
は
年
初
の
約
１
０
０
０
人

か
ら
倍
増
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
は
、
１
日
２
0
０
０
人
の

拘
束
を
新
た
な
基
準
と
し
て
求

め
て
い
る
と
い
う
。

　

今
回
の
摘
発
強
化
は
、
昨
年

の
シ
カ
ゴ
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

の
大
規
模
作
戦
の
よ
う
な
派
手

な
事
前
発
表
を
伴
わ
ず
、
よ
り

静
か
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｅ
職
員
は
移
民
当
局
へ
の
定

期
出
頭
時
、
交
通
取
り
締
ま

り
、
路
上
な
ど
で
拘
束
を
行
っ

て
い
る
。
内
部
文
書
に
よ
れ

ば
、
拘
束
者
数
は
６
月
27
日
に

２
４
０
０
人
を
超
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
収
容
者
は
６
万
３
0
０
０

人
超
に
達
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
大
量
強
制

送
還
を
公
約
に
掲
げ
、
国
土
安

全
保
障
省
は
「
不
法
に
入
国
す

れ
ば
、
見
つ
け
出
し
、
逮
捕
し
、

送
還
す
る
」と
強
調
し
て
い
る
。

一
方
で
、
各
地
の
移
民
弁
護
士

や
支
援
団
体
か
ら
は
、
通
常
の

出
頭
手
続
き
中
に
拘
束
さ
れ
た

例
や
、
教
会
に
向
か
う
途
中
の

修
道
女
、
サ
ッ
カ
ー
観
戦
に
向

か
う
父
親
が
拘
束
さ
れ
た
例
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

摘
発
強
化
は
政
権
支
持
層
に

は
評
価
さ
れ
る
一
方
、
犯
罪
歴

の
な
い
移
民
や
家
族
を
持
つ
労

働
者
に
も
不
安
を
広
げ
て
い

る
。
移
民
弁
護
士
は
「
人
々
は

買
い
物
に
行
く
た
め
に
運
転
す

る
こ
と
さ
え
怖
が
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
い
る
。

　

摘
発
対
象
は
主
に
不
法
滞
在

者
と
さ
れ
る
が
、
在
米
日
本
人

に
と
っ
て
も
無
関
係
と
は
言
い

切
れ
な
い
。
ビ
ザ
更
新
中
、
永

住
権
申
請
中
、
過
去
の
滞
在
記

録
に
不
備
が
あ
る
人
、
家
族
に

非
移
民
ビ
ザ
保
持
者
が
い
る
家

庭
な
ど
は
、
交
通
違
反
や
定
期

出
頭
を
き
っ
か
け
に
移
民
当
局

と
の
接
点
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
。
移
民
法
の
運
用
が
厳
格

化
す
る
中
、
身
分
証
明
書
、
滞

在
資
格
を
示
す
書
類
、
弁
護
士

や
家
族
の
連
絡
先
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
米
国
の
永
住
者
は
18

歳
以
上
の
場
合
、
法
律
上
、
有

効
な
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
常
時

携
帯
す
る
義
務
が
あ
る
。
と
は

い
え
、
紛
失
を
恐
れ
て
家
に
保

管
し
、
通
常
は
運
転
免
許
証
な

ど
だ
け
で
日
常
生
活
を
送
る
人

が
少
な
く
な
い
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
移
民
取
締
り
が
強
化
さ

れ
る
中
、
交
通
取
り
締
ま
り
や

空
港
、
国
境
付
近
な
ど
で
身
分

確
認
さ
れ
る
可
能
性
を
考
え
る

と
、
滞
在
資
格
を
示
す
書
類
の

管
理
と
携
帯
に
は
改
め
て
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
る
。
コ
ピ
ー

や
ス
マ
ホ
写
真
は
紛
失
時
の
確

認
に
は
役
立
つ
が
、
法
律
上
の

「
携
帯
義
務
」
を
完
全
に
満
た

す
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
現
状
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
各
州
は
、
連
邦

政
府
が
地
方
自
治
体
の
警
察
に

連
携
を
進
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｅ
業
務
の

委
託
に
は
反
対
の
意
向
を
示
し

て
い
る
が
、
助
成
金
交
付
な
ど

に
よ
り
多
く
の
州
が
地
元
警
察

に
不
法
移
民
の
取
り
締
ま
り
業

務
を
進
め
る
方
向
で
拡
大
し
て

い
る
。

不
法
移
民
１
万
人
を
拘
束

合
法
滞
在
者
に
も
不
安
広
が
る

Ｉ
Ｃ
Ｅ
５
日
間
で
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ケ
ッ
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お
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さ
ん
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
ダ

ン
ス
教
育
者
、
バ
レ
エ
指
導
者

と
し
て
活
動
し
て
い
る
菊
池
理

園
（
き
く
ち
・
り
お
ん
）
さ
ん

（
26)

は
、
日
本
の
防
衛
医
科

大
学
校
で
看
護
・
医
学
を
学
び
、

看
護
師
と
保
健
師
の
国
家
資
格

を
取
得
し
た
異
色
の
経
歴
を
持

つ
。
ダ
ン
サ
ー
の
怪
我
予
防
や

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
医
療
知
識
を
活

か
す
教
育
者
を
志
し
た
情
熱
で

一
念
発
起
し
て
２
年
前
に
留
学

の
た
め
来
米
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
（
Ｎ
Ｙ

Ｕ
）
大
学
院
で
ダ
ン
ス
教
育
学

の
修
士
号
を
取
得
、
現
在
は
米

最
高
峰
の
バ
レ
エ
団
ア
メ
リ
カ

防
衛
医
科
大
卒
の
バ
レ
エ
教
育
者

  ◇氏名：アーラ　（23 歳）
◇職業：金融界で働く
◇居住地：ロンドン　（英国）
◇着用の服：身に着けたものは
全て英国ブランド
◇よく利用する店：特になし
◇好きなブランド：ロンドンの

小さなブティックなどで買い物
をする
◇着こなしで気をつけているこ
と：カラフルでパッションを感
じさせるものを身に着ける
◇撮影場所：９番街15丁目のチェ
ルシー・マーケット入り口

　ウィークデーなのに 15丁目のチェルシー・マーケットは大変な混みよう。この
屋内型ショッピングモールには食料雑貨店、レストラン、ベーカリー、服飾店な
どが並び、名物の「ロブスター・プレイス（The Lobster Place）」や世界中の様々
な料理が楽しめるグルメスポットもある。19世紀末に建てられたナビスコ（ビス
ケット製造元）の工場群を 1990年代に再開発、レンガ造りの建物内を９番街から
10番街まで突き抜けた屋内通路を挟んで、服飾店、食料雑貨店、グルメレストラン、
スーパーなど、さまざまな店が 35店舗が連なっている。ハイライン公園がすぐそ
ばを通り、観光の合間に立ち寄るスポットとしても年間 600万人以上の観光客が
訪れるとされる。                                             （ワインスタイン今井絹江、写真も )

ン
・
バ
レ
エ
・
シ
ア
タ
ー
（
Ａ

Ｂ
Ｔ
）の
公
式
教
育
者
と
し
て
、

ま
た
市
内
公
立
校
で
は
一
般
児

童
か
ら
特
別
支
援
学
級
（
自
閉

症
・
発
達
遅
滞
等
）
の
子
ど
も

た
ち
ま
で
を
指
導
す
る
生
活
を

送
っ
て
い
る
。

　

防
衛
医
科
大
に
進
ん
だ
の

は
、
父
親
が
自
衛
官
だ
っ
た
こ

と
も
あ
る
が
、
中
学
時
代
か
ら

親
の
転
勤
に
伴
い
東
京
、
ア
ラ

バ
マ
州
で
過
ご
し
た
こ
と
が
、

防
衛
省
傘
下
の
防
衛
医
科
大

で
、
国
際
的
に
ど
れ
く
ら
い
勉

強
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
探
究
心
に
つ
な
が
っ
た
。
将

来
バ
レ
エ
を
続
け
る
上
で
、
ダ

ン
サ
ー
自
身
の
怪
我
の
予
防
に

活
か
す
た
め
に
看
護
学
や
医
学

の
知
識
を
学
び
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
多
く
の

バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
た
ち
を
支
え

る
職
業
像
を
描
い
た
時
に
、
看

護
師
・
保
健
師
の
両
方
の
国
家

資
格
を
同
時
に
取
得
で
き
る
の

は
防
衛
医
科
大
の
み
だ
っ
た
こ

と
も
大
き
な
理
由
だ
。
看
護
師

は
メ
ン
タ
ル
な
部
分
で
保
健
師

は
社
会
全
体
を
見
て
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

　

高
校
時
代
に
ア
ラ
バ
マ
で
地

元
の
バ
レ
エ
教
室
に
通
っ
た
時

に
、
Ａ
Ｂ
Ｔ
に
所
属
し
た
教
師

の
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
、
帰

国
後
再
び
海
外
、
そ
し
て
今
度

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
留
学
し
た

い
と
い
う
卒
業
後
の
進
路
の
希

望
へ
と
繋
が
っ
た
。

　

本
来
、
防
衛
医
大
卒
業
後
は

看
護
師
と
し
て
6
年
間
の
防
衛

医
大
ま
た
は
自
衛
隊
基
地
で
の

勤
務
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
在
学
中
に
Ｎ
Ｙ
大
に
合
格

し
た
こ
と
も
あ
り
「
卒
業
し
た

ら
勤
務
に
は
就
か
ず
に
留
学
の

道
を
選
び
た
い
」
と
大
学
に
伝

え
た
。
規
定
の
償
還
金
を
一
括

で
支
払
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

家
族
の
多
大
な
支
え
を
得
て
そ

の
手
続
き
を
完
了
さ
せ
、
渡
米

を
果
た
し
た
。

　
「
バ
レ
エ
は
趣
味
で
や
っ
て

い
け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
父

親
に
と
っ
て
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
最
初
は
大
反
対

で
し
た
が
、
今
は
応
援
し
て
く

れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

現
在
は
米
最
高
峰
バ
レ
エ

団
（
Ａ
Ｂ
Ｔ
）
で
の
活
動
、
大

学
院
で
の
指
導
経
験
が
認
め
ら

れ
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
バ
レ
エ
・

シ
ア
タ
ー
（
Ａ
Ｂ
Ｔ
）
の
公
式

「Teaching Artist

」
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。
多
様
性
を
テ

ー
マ
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

公
立
校
で
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
で
メ
イ

ン
の
指
導
を
任
せ
て
も
ら
っ
て

お
り
、
公
立
学
校
の
通
常
及
び

特
別
支
援
学
級
で
の
指
導
は
、

９
月
か
ら
も
引
き
続
き
臨
時
教

員
と
し
て
登
録
、
活
動
す
る
。

　

こ
れ
に
加
え
、
今
年
９
月
以

降
は
、
Ａ
Ｂ
Ｔ
認
定
ス
ク
ー
ル

「American Youth Dance 
Theater

（
Ａ
Ｙ
Ｄ
Ｔ
）」
で
の

バ
レ
エ
指
導
と
Ａ
Ｂ
Ｔ
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

の
活
動
が
米
国
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
の
完
全
な
メ
イ
ン
と
な
る

予
定
だ
。

　
「
防
衛
医
科
大
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
国
を
担
っ
て
い
る
者
と

し
て
の
自
覚
と
知
識
。
世
界
で

は
ま
だ
戦
争
の
中
で
生
き
る
多

く
の
子
供
達
が
い
る
。
医
療
従

事
者
と
し
て
バ
レ
エ
教
育
者
と

し
て
そ
の
両
方
を
学
ん
だ
経
験

で
、
ど
ん
な
辛
い
時
で
も
バ
レ

エ
と
い
う
美
し
い
、
そ
し
て
楽

し
い
世
界
が
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ＡＢＴ公式教育アーティスト

菊池 理園さん
NY市立公立学校ダンス科臨時教員

https://www.seitomoko.com/
http://www.easeny.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
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ル
ー
ト
66
に
は
「
生
き
る
伝

説
」「
マ
ザ
ー
ロ
ー
ド
の
父
」

と
言
わ
れ
る
人
が
い
る
、
と
聞

い
て
、
会
い
に
行
か
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
そ
の
人
、
エ

ン
ジ
ェ
ル
・
デ
ル
カ
デ
ィ
ロ
さ

ん
は
、
人
口
わ
ず
か
５
０
０
人

の
ア
リ
ゾ
ナ
州
セ
リ
グ
マ
ン
に

住
み
、
国
道
40
号
の
開
通
と
と

も
に
、
地
方
の
「
た
だ
の
道
」

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ル
ー
ト
66

を
「
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
・
ル
ー
ト

66
」
と
し
て
復
活
さ
せ
た
立
役

者
だ
、
と
い
う
。

　

エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
は
98
歳
。

体
調
や
忙
し
い
こ
と
も
あ
り
、

約
束
が
あ
っ
て
も
会
え
る
か
ど

う
か
は
、
そ
の
時
に
な
っ
て
み

な
い
と
分
か
ら
な
い
ら
し
い
。

セ
リ
グ
マ
ン
に
着
く
と
、
ま
だ

朝
早
い
の
に
エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん

が
家
族
と
や
っ
て
い
る
土
産
物

店
は
既
に
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

い
た
。「
会
え
る
の
か
な
あ
」

と
思
っ
て
い
る
と
、
娘
の
ク
ラ

人
種
隔
離
政
策
が
続
い
て
い
た

１
９
２
０
年
代
に
全
て
の
人
種

や
民
族
に
扉
を
開
い
た
理
髪
店

を
作
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
だ
け

で
も
当
時
、
ど
れ
だ
け
大
変
だ

っ
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

そ
し
て
「
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
・

ル
ー
ト
66
」に
す
る
話
に
移
る
。

１
９
７
８
年
に
国
道
40
号
線
が

開
通
、
一
夜
に
し
て
ル
ー
ト
66

沿
線
の
町
の
モ
ー
テ
ル
や
ダ
イ

ナ
ー
に
人
が
来
な
く
な
り
経

済
は
ど
ん
底
に
落
ち
込
ん
だ
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
ル
ー
ト
66
は

本
当
に
地
図
か
ら
消
え
て
し
ま

う
」
と
思
っ
た
エ
ン
ジ
ェ
ル
さ

ん
は
、
ル
ー
ト
66
沿
い
の
街
々

の
代
表
者
15
人
と
ア
リ
ゾ
ナ
州

運
輸
局
に
掛
け
合
っ
た
。「
初

め
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
で
も

我
々
は
諦
め
な
か
っ
た
」。
言

葉
に
力
が
宿
り
、
拳
を
握
り
し

め
た
。
10
年
近
い
そ
う
し
た

努
力
が
実
り
、
ル
ー
ト
66
は

１
９
８
７
年
に
「
ヒ
ス
ト
リ
ッ

ク
・
ル
ー
ト
66
」
と
し
て
地
図

に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い

「
今
を
大
事
に
」
の
言
葉
に
涙

4 回目

う
。

　

エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
に
「
人
生

の
鍵
は
何
か
？
」
と
聞
い
て
み

た
。
力
強
く
、
で
も
優
し
い
声

で
エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
は
こ
う
言

っ
た
。「
今
を
生
き
る
こ
と
。

昨
日
は
終
わ
っ
た
の
だ
か
ら
昨

日
に
生
き
る
こ
と
は
出
来
な

い
。明
日
は
ま
だ
だ
か
ら
無
理
。

今
、
こ
の
瞬
間
を
生
き
て
、
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
だ
よ
」。

　
「
今
を
大
事
に
し
て
、
私
の

歌
で
少
し
で
も
多
く
の
人
を
幸

せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
」

と
い
う
心
を
信
じ
て
歌
っ
て
き

た
私
は
、
自
分
の
生
き
方
を
認

め
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
、
自
然

に
涙
が
あ
ふ
れ
出
て
、
止
ま
ら

な
く
な
っ
た
。　

　

エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
は
に
こ
っ

と
笑
い
「
鳥
小
屋
を
作
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
か
ら
、
そ
ろ
そ

ろ
帰
る
ね
」と
立
ち
上
が
っ
た
。

鳥
小
屋
を
売
っ
て
恵
ま
れ
な
い

子
供
達
を
支
援
し
て
い
る
と
聞

い
た
。も
う
一
度
握
手
を
し
て
、

ハ
グ
を
し
て
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
さ

ん
が
店
の
奥
に
消
え
る
の
を
見

送
っ
た
。
強
さ
の
裏
に
あ
る
真

の
優
し
さ
を
見
た
気
が
し
た
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
は
、
私
の
ル

ー
ト
66
の
旅
を
、
ま
た
素
晴
ら

し
い
旅
に
し
て
く
れ
た
。

（
や
が
み
・
じ
ゅ
ん
こ
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
在
住
） 

リ
ッ
サ
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ

た
。

　
「
父
は
も
う
す
ぐ
来
ま
す
」

エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
が
ゆ
っ
く
り

と
近
づ
い
て
く
る
の
が
見
え

た
。
想
像
し
た
よ
り
ず
っ
と

若
々
し
い
。
が
っ
し
り
握
手
を

し
た
あ
と
、
土
産
物
店
の
奥
に

併
設
し
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
自

身
も
立
っ
て
い
た
、
か
つ
て
の

理
髪
店
の
部
屋
に
案
内
し
て
く

れ
た
。
年
季
の
入
っ
た
理
容
椅

子
に
座
る
と
、
ゆ
っ
く
り
と
語

り
出
し
た
。ま
ず
は
父
親
の
話
。

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://www.nipponclub.org/
https://www.instagram.com/hi_collar/
https://minglesoho-ny.com/
https://vimeo.com/1195126627/1e795f4108
https://goshikiprinting.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
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写
真
の
部
屋
は
、
映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
世

界
的
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
、
ウ
ォ
ル
ド
ル
フ
・
ア
ス
ト

リ
ア
の
一
部
を
レ
ジ
デ
ン
ス
化
し
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
代

表
す
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
だ
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
パ
な
ど
充
実
し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
備

え
、
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
日
常

的
に
享
受
で
き
る
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
暮
ら
し
を
実
現
す
る
。

　

パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
沿
い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
屈
指
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
き
な
魅
力
だ
。
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

駅
ま
で
徒
歩
約
5
分
と
交
通
利
便
性
に
優
れ
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
オ
フ
ィ
ス
街

や
高
級
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
美
術
館
な
ど

へ
も
気
軽
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
ど
ち
ら

に
も
便
利
。
住
居

と
し
て
も
高
い
満

足
度
を
誇
る
。

　

こ
の
部
屋
は
、

明
る
い
自
然
光
が

差
し
込
む
西
向
き

の
1
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
。
世
界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
洗
練
さ
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア

を
は
じ
め
、
大
理
石
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
な
ど
上
質
な
素
材
を

随
所
に
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
荷
物
を
非
対
面
で
受
け
渡

し
で
き
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
備
え
、
日
々

の
利
便
性
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
さ
れ
た
設
計
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
ら
し
い
華
や
か
さ
と
、
快
適
で
上
質
な
住
環
境
を

兼
ね
備
え
た
一
邸
だ
。

　

価
格
は
２
７
０
万
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
７
・
４
３
１
・
１
５
９
７
、
Ｅ
メ
ー
ル itaru.uesugi@

startsnewyork.com

　

上
杉
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ス
タ
ー
ツ
Ｎ
Ｙ
不
動
産
）

ウォルドルフ・アストリア・ホテルの住人となる

　

ア
メ
リ
カ
で
生
活
さ

れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
、

Employment Authorization 
Document

（
Ｅ
Ａ
Ｄ
・
就
労

許
可
証
）
の
取
得
は
大
き
な
節

目
の
一
つ
で
す
。
合
法
的
に
働

く
こ
と
が
で
き
、
収
入
や
生
活

基
盤
を
築
く
た
め
の
重
要
な
手

段
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
Ｅ

Ａ
Ｄ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
安

定
し
た
移
民
ス
テ
ー
タ
ス
を
持

っ
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
近
年
の
制
度
変
更

に
よ
り
、
こ
の
違
い
が
以
前
よ

り
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
理
解
し
て
お
き
た
い
の

は
、
Ｅ
Ａ
Ｄ
は
「
働
く
許
可
」

で
あ
り
、「
滞
在
資
格
の
保
証
」

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

Ｅ
Ａ
Ｄ
（
就
労
許
可
証
）
を

持
っ
て
い
て
も
安
心
と
は
限

ら
な
い
？
知
っ
て
お
き
た
い

移
民
ス
テ
ー
タ
ス
と
の
違
い

や
「
永
住
権
へ
の
道
筋
」
そ
の

も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で

す
。
例
え
ば
、
Ｈ
ー
４
配
偶
者

Ｅ
Ａ
Ｄ
、
永
住
権
申
請
中
（
Ｉ

ー
４
８
５
）
の
Ｅ
Ａ
Ｄ
な
ど

は
、
元
と
な
る
移
民
ス
テ
ー
タ

ス
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
制
度
変
更
や
申
請
状
況

の
変
化
に
よ
っ
て
、
就
労
資
格

に
も
影
響
が
及
ぶ
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
Ｅ
Ａ
Ｄ

更
新
に
関
す
る
運
用
変
更
も
あ

り
、「
更
新
申
請
を
出
し
て
い

る
か
ら
大
丈
夫
」
と
は
限
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
は
、
自
動
延

長
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ

り
、
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が
切

れ
る
と
、
更
新
審
査
中
で
あ
っ

て
も
就
労
継
続
が
難
し
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

将
来
的
な
永
住
権
申
請
や
キ
ャ

リ
ア
設
計
に
も
関
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
不
利
に

な
る
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
長
期
間
Ｅ
Ａ
Ｄ
の
み

を
前
提
に
生
活
・
就
労
を
続
け

て
い
る
場
合
は
、
自
身
の
ス
テ

ー
タ
ス
全
体
を
見
直
し
て
み
る

価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
Ｅ
Ａ
Ｄ
を
お
持
ち
の
方

は
、
有
効
期
限
、
更
新
可
能
時

期
、
自
動
延
長
の
対
象
有
無
、

そ
し
て
将
来
的
な
移
民
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
一
度
確
認
さ
れ
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。特
に
、

有
効
期
限
が
半
年
以
内
の
場
合

は
、
早
め
の
準
備
が
安
心
に
つ

な
が
り
ま
す
。
な
お
、
制
度
は

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
最
終
的
な
判
断
は
最
新
情

報
の
確
認
や
専
門
家
、
移
民
弁

護
士
へ
の
相
談
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

週刊NY生活

mailto:hello@libret.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
http://www.startsnewyork.com
https://qrco.de/bekbQo
mailto:itaru.uesugi@startsnewyork.com
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サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、
ブ
ラ
ジ
ル

に
１
ー
２
。
負
け
ち
ゃ
い
ま
し

た
ね
え
。
惜
し
か
っ
た
あ
。
終

了
間
際
の
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ

イ
ム
に
入
っ
た
時
点
で
は
「
Ｐ

Ｋ
か
あ
。
Ｐ
Ｋ
な
ら
勝
て
そ
う

な
気
が
す
る
」
な
ん
て
、
淡
い

期
待
を
ス
パ
ー
ン
と
断
ち
切
ら

れ
た
日
本
時
間
朝
４
時
前
の
こ

と
で
し
た
。
私
は
試
合
終
わ
る

前
に
力
尽
き
て
寝
て
し
ま
い
ま

し
た
（
笑
）。
し
か
し
胸
を
張

れ
る
大
健
闘
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
Ｗ
杯
は
ま
だ
続
い
て
い
ま

す
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
は
い
い
で
す

ね
。

　

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
あ
ま

り
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
そ
の
も
の

と
は
別
の
と
こ
ろ
で
、
日
本
人

が
世
界
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

ま
し
た
。
試
合
後
の
ス
タ
ジ
ア

ム
で
、
日
本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
が

黙
々
と
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
帰
る
、

あ
の
光
景
で
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
ダ
ラ
ス
で
の

オ
ラ
ン
ダ
戦
後
、「
こ
れ
が
日

本
の
文
化
だ
か
ら
」
と
ゴ
ミ
を

拾
う
理
由
を
語
る
サ
ポ
ー
タ
ー

の
様
子
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
続
く
モ
ン
テ
レ
イ
で
の

チ
ュ
ニ
ジ
ア
戦
後
も
同
様
に

紹
介
さ
れ
、「
サ
ッ
カ
ー
以
外

で
も
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
る
」

「
こ
れ
ぞ
サ
ム
ラ
イ
文
化
」
と

い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
た
外
国
の
方
も
一
緒
に
拾

っ
て
い
た
り
、
緑
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
の
メ
キ
シ
コ
サ
ポ
ー
タ
ー

が
「
ハ
ポ
ン
！
ハ
ポ
ン
！
」
と

応
援
し
て
く
れ
、
森
保
監
督
が

深
々
と
お
辞
儀
を
し
た
こ
と
も

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
ロ
ッ
カ

ー
ル
ー
ム
に
は
来
た
時
よ
り
も

綺
麗
に
し
て
帰
る
と
い
う
清
掃

と
折
り
鶴
が
添
え
ら
れ
て
い
た

と
か
。
日
本
の
旅
館
か
と
い

う
く
ら
い
の
徹
底
ぶ
り
で
す

（
笑
）。
そ
の
場
に
い
る
人
み
ん

動
機
よ
り
結
果
が
大
事
な
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
と
い
う
配
慮
は
、
や
っ
ぱ

り
い
い
も
の
で
す
ね
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
を
手
放
し

で
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
先
進

国
！
」
と
誇
る
の
も
ち
ょ
っ
と

待
っ
た
で
す
。
日
本
国
内
で

は
、
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
後
の

惨
状
や
ポ
イ
捨
て
を
引
き
合
い

に
「
偽
善
や
な
い
か
」
と
い
う

声
も
見
か
け
ま
す
。
こ
の
「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
偽
善
論
争
」
自

体
、
実
は
介
護
の
現
場
に
も
そ

っ
く
り
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る

構
図
だ
と
、
私
は
普
段
の
現
場

か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

　

以
前
こ
の
コ
ラ
ム
で
、「
利

用
者
様
の
笑
顔
が
や
り
が
い
な

ん
で
す
」
と
い
う
美
辞
麗
句

が
、
む
し
ろ
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
だ
と

書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
動

機
の
純
粋
さ
を
問
い
詰
め
す
ぎ

る
と
、
行
動
そ
の
も
の
の
価
値

を
見
失
う
の
で
す
。
ゴ
ミ
拾
い

も
、
動
機
が
「
か
っ
こ
よ
く
見

ら
れ
た
い
か
ら
」
で
あ
ろ
う
と

「
習
慣
だ
か
ら
」
で
あ
ろ
う
と
、

結
果
と
し
て
会
場
が
綺
麗
に
な

り
、
清
掃
員
が
助
か
り
、
外
国

の
方
ま
で
一
緒
に
拾
い
始
め

る
。
こ
の
発
想
は
、
介
護
現
場

で
の
声
か
け
ひ
と
つ
、
気
配
り

ひ
と
つ
に
も
通
じ
ま
す
。
動
機

の
純
粋
性
よ
り
、
相
手
に
と
っ

て
ど
う
感
じ
た
か
、
ど
う
行
動

変
容
に
結
び
つ
い
た
か
が
大
事

な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
専
門
的
な
話
を
し
ま
す

と
、
介
護
保
険
法
第
１
条
は
、

要
介
護
者
が「
尊
厳
を
保
持
し
」

「
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
」
給
付
を
行
う

と
定
め
て
い
ま
す
。
私
が
よ
く

ご
相
談
を
受
け
る
の
が
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
に
「
本
人
の
意
向
」
を

形
式
的
に
書
き
込
ん
で
は
い
る

も
の
の
、
実
際
の
支
援
場
面
で

は
そ
の
人
ら
し
さ
が
行
動
と
し

て
表
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
で

す
。
逆
に
、
支
援
員
が
自
然
と

生
活
歴
を
反
映
さ
せ
て
い
る
事

業
所
は
、
記
録
の
一
貫
性
や
説

明
力
に
優
れ
て
い
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
日

本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
も
、「
日
本

人
ら
し
さ
」
を
誰
に
頼
ま
れ
る

で
も
な
く
行
動
で
示
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
見
た
周
囲
が
感
化

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
基
準
省
令

が
求
め
る
「
利
用
者
の
意
思
及

び
人
格
を
尊
重
し
た
支
援
」
の

理
想
形
そ
の
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、こ
れ
は「
模

倣
に
よ
る
文
化
醸
成
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
も
直
結
し
ま
す
。
虐

待
防
止
や
身
体
拘
束
廃
止
の
研

修
を
制
度
上
義
務
化
し
て
も
、

「
や
ら
さ
れ
仕
事
」
と
し
て
消

化
さ
れ
る
限
り
形
骸
化
し
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
も
必
ず
お
伝

え
し
て
い
る
の
が
「
研
修
だ
け

で
は
文
化
は
根
付
か
な
い
」
と

い
う
こ
と
。
ベ
テ
ラ
ン
の
所
作

を
新
人
が
自
然
に
見
て
学
ぶ
現

場
で
の
模
倣
の
積
み
重
ね
こ
そ

が
「
文
化
醸
成
」
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
省
略
し

て
し
ま
い
が
ち
な
小
さ
な
行
為

の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、「
体
制
」

の
背
後
に
あ
る
本
質
的
な
「
介

護
の
質
」
を
作
っ
て
い
る
の
か

な
と
思
う
の
で
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

320

 　
「
Ａ
Ｉ
博
覧
会
」
が
東
京
や

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
て
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
を
出
し
て

い
る
メ
ン
バ
ー
は
若
い
。
そ
し

て
、
来
場
者
は
わ
た
し
も
含
め

て
結
構
年
配
の
人
も
多
か
っ
た

で
す
。

　

残
念
だ
っ
た
の
は
、
も
っ
と

夢
の
あ
る
Ａ
Ｉ
の
ブ
ー
ス
が
あ

る
の
か
と
思
っ
て
行
っ
た
の
で

す
が
、「
業
務
効
率
化
」
と
か

「
評
価
」
と
か
な
ん
か
実
務
的

な
も
の
ば
か
り
。
ち
ょ
っ
と
使

い
こ
な
し
て
い
る
人
な
ら
、「
こ

ん
な
の
で
こ
ん
な
に
お
金
取
る

の
か
」「
こ
れ
で
３
０
０
万
な

ん
て
、
知
ら
な
い
人
は
カ
モ
か

も
」
み
た
い
な
も
の
も
少
な
く

な
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
だ
け
ど

わ
た
し
の
友
人
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
は
、「
中
小
企
業
の
経
営

者
に
言
い
た
い
。
ま
ず
は
丸
投

げ
せ
ず
に
自
分
で
１
日
30
分
で

も
使
い
倒
し
て
欲
し
い
。
そ
し

た
ら
分
か
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
」
と
、
博
覧
会
か
ら
帰
っ

て
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
使
い
こ
な
し
て
い
る

と
、
補
助
金
申
請
な
ど
何
日
も

か
か
っ
て
い
た
書
類
が
数
時
間

で
で
き
て
し
ま
う
。「
ほ
ん
ま

に
僕
の
仕
事
な
く
な
る
か
も
」

と
、
戦
々
恐
々
と
し
て
い
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
い
ま
す
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
友
人
も
「
ま
じ
で

や
ば
い
わ
」
と
焦
っ
て
い
た
り

し
て
い
ま
す
。あ
る
経
営
者
は
、

「
Ａ
Ｉ
よ
り
優
秀
な
新
入
社
員

し
か
い
ら
な
い
」
と
、
新
卒
採

用
を
縮
小
す
る
ら
し
い
。
そ
ん

な
情
報
も
あ
っ
て
か
、「
技
術

を
身
に
つ
け
た
い
」
と
い
う
若

者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、わ
た
し
た
ち
は
、

時
代
の
変
化
の
時
代
の
中
に
生

き
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
み
た
い
で
す
。

　

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

Ａ
Ｉ
時
代
に
生
き
る

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
様

テ
ー
ブ
ル
ス
タ
イ
ル
茶
道
家
の

田
村
と
も
こ
で
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
ス
タ
イ
ル
茶
道

は
、
畳
の
茶
道
の
学
び
は
そ
の

ま
ま
に
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
に
座
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

茶
道
で
す
。

　

今
月
は
「
抹
茶
は
ど
う
や
っ

て
で
き
る
？
」
に
つ
い
て
。
抹

茶
は
、
日
光
を
遮
っ
て
育
て
た

新
芽
を
摘
み
取
り
、
蒸
し
て
か

ら
揉
ま
ず
に
乾
燥
さ
せ
た
「
て

ん
茶
」
を
、
石
臼
で
微
粉
末
に

挽
い
て
作
ら
れ
ま
す
。
抹
茶
特

有
の
甘
く
豊
か
な
香
り
と
、
鮮

や
か
な
緑
色
が
引
き
出
さ
れ
、

き
め
細
か
さ
こ
そ
が
、
抹
茶
特

有
の
舌
触
り
と
な
め
ら
か
な
泡

立
ち
の
秘
密
で
す
。

　

世
界
か
らZoom

で
繋
が

り
、
ご
一
緒
に
日
本
の
茶
道
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

（
た
む
ら
・
と
も
こ
、
椿
の
会　

テ
ー
ブ
ル
茶
道
師
範
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

t.tomo@tasei.jp
Instagram
tomo. tamura 

田村ともこ

テーブルスタイル
茶道を
　ご一緒に (7)

抹
茶
は
ど
う
や
っ
て

で
き
る
？

楽しい
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日
本
ク
ラ
ブ
主
催
「
タ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
音
楽
祭 

日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
今
年
も
26

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
。
ボ

ス
ト
ン
交
響
楽
団
の
タ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
音
楽
祭
を
訪
れ
る
。
到

着
後
は
芝
生
の
上
で
ピ
ク
ニ
ッ

ク
を
楽
し
み
、
そ
の
後
、
今
注

目
の
若
手
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・

HIMARI

（
ひ
ま
り
）
さ
ん
と
、

ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
に
よ
る
共

演
を
聴
く
。
指
揮
は
ア
ン
ド
リ

ス
・
ネ
ル
ソ
ン
ス
氏
。
ボ
ス
ト

ン
交
響
楽
団
の
演
奏
と
音
響
を

最
も
理
想
的
に
体
感
で
き
る
特

等
席
で
屋
根
付
き
（Shed

）。

演
奏
曲
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
の
交
響
曲
第
5
番
と
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲

第
1
番
（
ひ
ま
り
さ
ん
出
演
）。

　

ツ
ア
ー
バ
ス
の
乗
降
場
所

は
、 
①
日
本
ク
ラ
ブ
前
（
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
）、

②
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
駅
前

の
2
か
所 

。
昼
食
は
持
参
す

る
。
コ
ン
サ
ー
ト
開
演
は
午
後

２
時
30
分
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
帰

着
は
午
後
10
時
ご
ろ
を
予
定
。

参
加
費
は
一
般
２
９
５
ド
ル
、

日
本
ク
ラ
ブ
会
員
は
２
６
５
ド

ル
。
定
員
40
人
。
申
し
込
み
は

https://form.jotform.com/
Nippon_Club/Tanglewood-
2026-registration-form

タ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
音
楽
祭

日
本
ク
ラ
ブ
で
ツ
ア
ー
開
催

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼
------------------------------------
● Senior Consultant
IT  
$80K-$130K NY (#17097)
------------------------------------
● Sales Op.& Procurement Sp. 
IT 
$51K-$54K NY (#17096)
------------------------------------

●Manager
(System Impt.& Op.Support) 
IT   
$100K-130K NY (#17077)
------------------------------------
● Offi  ce Admin. (Part time)
IT   
$25-$30/hr. NY (#17075)
------------------------------------
● Sales Executive
Trading    
$50K-$60K NJ (#17067)
------------------------------------
● Project Coordinator
(Entry level) 
Service 
$55K-$65K NY (#17060) 
------------------------------------
● Program Execution Advisor
Finance   
$120/hr. NY (#17059)
------------------------------------
●Middleware
Finance    
$140/hr. NY (#17056)

------------------------------------
● Customer Service Rep. 
Logistics    
$20/hr. NJ (#17052)
------------------------------------
● Restaurant Assis. Mgr. 
Service    
$67K-$71K NY (#17037)
------------------------------------

求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00
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独
立
以
降
の
米
国
は
欧
州
か

ら
の
移
民
が
基
盤
を
作
っ
た
こ

と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
圏

が
新
大
陸
に
進
出
し
た
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
言
い
方
は
可
能

だ
。
だ
と
す
れ
ば
、
米
国
が
独

立
の
文
明
を
持
つ
と
い
う
の
は

過
大
評
価
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
け
れ
ど
も
、
２
度
の
世
界

大
戦
を
経
て
世
界
の
盟
主
へ
と

米
国
を
押
し
上
げ
た
も
の
は
、

や
は
り
米
国
独
自
の
文
明
で
あ

っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
開
拓
民
が
育

ん
だ
独
立
独
歩
の
気
概
と
、
都

市
が
育
ん
だ
理
想
社
会
を
実
験

し
続
け
る
気
風
が
原
点
で
あ

る
。
こ
の
２
つ
の
態
度
が
、
時

代
に
よ
っ
て
対
立
軸
を
変
え
な

が
ら
、
二
大
政
党
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
牽
制
と
協
力
と
い
う
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
社
会
経
済

に
活
力
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

理
想
と
現
実
は
矛
盾
す
る
が
、

そ
こ
は
現
実
主
義
で
調
整
す
る

こ
と
で
理
想
も
現
実
も
捨
て
な

い
と
い
う
米
国
流
の
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ズ
ム
は
、
ま
さ
に
こ
の
２

つ
の
態
度
を
ル
ー
ツ
と
し
て
一

大
文
明
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
建
国
２
５
０
年
を

迎
え
た
現
在
、
二
大
政
党
は
分

断
の
泥
沼
を
脱
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
社
会
に
は
閉
塞
感
が
満

ち
て
い
る
。
米
国
と
い
う
文
明

は
明
ら
か
に
行
き
詰
ま
っ
て
い

る
。

　

問
題
は
分
断
だ
け
で
は
な

い
。
現
在
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

分
断
や
対
立
を
形
成
し
て
い
る

各
グ
ル
ー
プ
の
思
想
が
、
実
は

米
国
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
、
危
機
感
を
感
じ

ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
、
理
念

と
し
て
機
会
の
平
等
や
国
際
協

調
、
人
種
の
平
等
な
ど
を
掲
げ

つ
つ
、
自
由
競
争
経
済
や
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
と
い

う
、
ク
リ
ン
ト
ン
、
ブ
ッ
シ

ュ
、
オ
バ
マ
３
代
12
年
間
の
政

治
は
、
実
は
米
国
独
自
の
も
の

で
は
な
い
。
一
言
で
言
え
ば
英

国
の
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
が
提
唱

し
た
「
第
三
の
道
」
の
コ
ピ
ー

で
あ
る
。

　

勿
論
、
同
様
の
思
想
は
ア
メ

リ
カ
に
も
あ
り
、
レ
ー
ガ
ン
政

権
は
そ
う
し
た
合
理
主
義
で
国

の
荒
廃
を
救
っ
た
と
い
う
の
は

事
実
で
あ
ろ
う
。
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
適
応
し
た
の
は
ク

リ
ン
ト
ン
の
功
績
か
も
し
れ
な

い
。
け
れ
ど
も
、
思
想
と
し
て

考
え
た
と
き
に
は
、
サ
ッ
チ
ャ

ー
の
冷
徹
な
合
理
主
義
に
、
ブ

レ
ア
が
理
念
を
接
ぎ
木
し
て
い

っ
た
「
第
三
の
道
」
に
こ
そ
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
、
ブ
ッ
シ

ュ
、
オ
バ
マ
に
は
厳
密
な
意
味

で
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
な
い

の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
現
政
権
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
反
エ
リ

ー
ト
感
情
を
求
心
力
と
し
た

自
国
中
心
主
義
と
い
う
の
は
、

２
０
０
９
年
の
金
融
危
機
を
受

け
て
経
済
社
会
が
混
乱
し
た
Ｅ

Ｕ
が
発
祥
で
あ
る
。
勿
論
、
米

国
に
は
孤
立
主
義
の
伝
統
が
あ

り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
歴
史
も

多
々
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
21
世

紀
型
の
反
エ
リ
ー
ト
、
反
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

と
い
う
こ
と
で
は
、
英
国
の
ブ

レ
グ
ジ
ッ
ト
や
フ
ラ
ン
ス
の
ル

ペ
ン
父
娘
な
ど
欧
州
が
先
行
し

て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
ア
メ
リ

カ
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。

　

本
稿
の
時
点
で
勢
い
が
増
し

て
い
る
民
主
党
の
党
内
左
派
に

つ
い
て
い
え
ば
、
思
想
と
し
て

ほ
ぼ
１
０
０
％
欧
州
由
来
の
も

の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
独
自

性
は
な
い
。
公
選
に
よ
る
民
主

社
会
主
義
、
左
か
ら
の
反
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
、
左
か
ら
の
反
戦

な
ど
、
何
も
か
も
が
欧
州
の
長

い
歴
史
の
中
で
変
遷
を
経
て
き

た
思
想
以
上
で
も
以
下
で
も
な

い
。
彼
ら
が
重
視
し
て
い
る
環

境
問
題
に
し
て
も
、
本
家
は
欧

州
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
90
年
代
以
降
の
ア

メ
リ
カ
で
起
き
た
こ
と
は
、
思

想
と
か
文
明
の
レ
ベ
ル
で
は
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
欠
け
る
の

だ
。
こ
れ
で
は
世
界
最
古
の
民

主
的
な
共
和
国
と
し
て
建
国

２
５
０
年
を
祝
う
な
ど
と
い
う

こ
と
は
、
か
な
り
難
し
い
。
確

か
に
、
今
回
の
２
５
０
周
年
行

事
は
盛
り
上
が
り
に
欠
け
、
そ

の
背
景
に
は
分
断
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に

根
底
の
部
分
で
ア
メ
リ
カ
が
そ

の
文
明
の
独
自
性
を
消
失
し
て

い
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
深

刻
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
21
世
紀
に
入
っ
て

以
降
も
、
ア
メ
リ
カ
の
国
力
は

衰
え
て
い
な
い
。
こ
れ
は
何
と

言
っ
て
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

歩
に
経
済
的
な
価
値
創
出
を
組

み
合
わ
せ
た
民
間
が
牽
引
し
た

結
果
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ

こ
へ
来
て
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
進
歩

に
よ
り
米
国
の
民
間
活
力
も
壁

に
突
き
当
た
っ
て
い
る
。
知
的

活
動
に
お
け
る
機
械
依
存
と
雇

用
危
機
、
過
剰
な
監
視
統
制
の

可
否
、
出
力
内
容
の
真
正
性
の

確
保
な
ど
、
人
間
と
は
何
か
と

い
う
根
源
的
な
問
い
に
立
ち
戻

る
必
要
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
は
米
国
文
明
に
と
っ
て

正
念
場
で
あ
ろ
う
。
欧
州
の
よ

う
に
環
境
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な

ど
の
観
点
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
踏

む
の
が
良
い
の
か
、
あ
る
い
は

中
国
の
よ
う
に
技
術
を
統
制
の

道
具
と
す
る
社
会
実
験
を
続
け

て
い
い
の
か
、
正
答
は
そ
の
ど

ち
ら
で
も
な
い
に
違
い
な
い
。

で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
文
明

は
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
な
答

え
を
出
し
て
ゆ
く
の
か
、
ア
メ

リ
カ
は
ま
さ
に
歴
史
の
岐
路
に

差
し
掛
か
っ
て
い
る
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

建
国
２
５
０
年
で
岐
路
に
立
つ
米
国
文
明

　

今
に
始
ま
っ
た
話

で
は
な
い
が
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
個
人
が
数
秒

で
情
報
を
斜
め
読
み

し
、
気
に
な
る
情
報

が
あ
れ
ば
、

深
く
考
え
ず

に
テ
キ
ス
ト

と
し
て
一
時

的
な
感
情
を

爆
発
さ
せ
る

こ
と
が
多

い
、
軽
薄
で
品
の
な
い

空
間
に
な
り
が
ち
だ
。

も
ち
ろ
ん
真
っ
当
で
役

に
立
つ
情
報
を
発
信
し

続
け
て
い
る
人
も
多
く

い
る
が
、
人
の
関
心
を

集
め
る
の
は
、
や
は
り

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
案
件
が

目
立
つ
。
直
近
で
も
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
報
道
を

巡
る
俳
優
、
佐
藤
二
朗

氏
と
橋
本
愛
氏
の
一
件

で
、
あ
た
か
も
「
事
情

通
」
と
い
っ
た
ト
ー
ン

で
の
投
稿
や
、
日
本
の

若
手
サ
ッ
カ
ー
選
手
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
一
言
が
、

言
葉
の
意
図
や
文
脈
を
無
視
し

た
ま
ま
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
か
ら
の

猛
烈
な
批
判
や
ア
カ
ウ
ン
ト
へ

の
攻
撃
を
招
い
た
騒
動
が
気
に

な
っ
た
。「
当
人
の
言
い
方
が

悪
い
」
と
か
「
有
名
人
や
公
人

は
叩
か
れ
て
当
然
」
と
い
っ
た

主
張
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な

い
が
、
中
に
は
著
し
く
品
の
な

い
投
稿
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
り
、
こ
ん
な
や

り
取
り
を
子
供
達
が
日
常
的
に

目
に
す
る
機
会
の
あ
る
現
代
社

会
、
何
か
が
お
か
し
い
と
感
じ

て
し
ま
う
。

　

自
戒
の
念
も
含
め
て
の
話
で

は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
言
葉
を

大
切
に
し
な
い
大
人
が
増
え
て

き
て
い
る
、
と
い
う
事
な
の
だ

ろ
う
。
ス
マ
ホ
に
流
れ
る
情
報

を
た
だ
「
流
し
読
み
」
し
、
一

瞬
の
不
快
感
や
怒
り
で
反
射
的

に
激
し
い
言
葉
を
書
き
込
ん
で

み
た
り
、逆
に
「
こ
れ
ウ
ケ
る
」

と
い
う
軽
い
ノ
リ
だ
け
で
不
特

定
多
数
に
情
報
を
拡
散
さ
せ
る

の
は
、
本
来
、
真
っ

当
な
大
人
と
し
て
は
、

恥
ず
か
し
い
行
為
で

あ
る
は
ず
だ
。
時
間

に
追
わ
れ
、
社
会
的

に
も
様
々
な
不
安
を

抱
え
る
中
で
、
私
達

は
、
恥
の
感
情
す
ら

失
い
つ
つ
あ
る
の
だ

ろ
う
か
？

　

そ
ん
な
中
で
、
欧

州
議
会
が
16
歳
未
満

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
制
限

を
求
め
る
決
議
を
可

決
し
、
フ
ラ
ン
ス
な

ど
の
各
国
が
未
成
年

者
に
よ
る
使
用
制
限

へ
と
舵
を
切
っ
た
法

規
制
の
動
き
を
聞
い

て
、
少
し
だ
け
安
堵

し
た
。
米
国
で
は「
表

現
の
自
由
」
を
謳
っ

た
反
論
に
始

ま
り
、
現
政
権
に
ひ
ざ

ま
づ
い
た
大
手
テ
ッ
ク

企
業
の
動
き
を
見
て

も
、
こ
ん
な
規
制
は
夢

物
語
の
話
だ
ろ
う
が
、

米
国
が
駄
目
な
ら
ば
、

せ
め
て
日
本
だ
け
で

も
、
子
供
達
を
有
害
な

情
報
か
ら
隔
離
す
る
何

ら
か
の
手
段
を
講
じ
て

く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、

と
願
う
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
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SNS使用における
年齢制限は妥当か？

建国250年祝う　海と空

　

Ｍ
Ｌ
Ｂ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ

ッ
ツ
は
、
日
系
団
体
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
「
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ナ
イ
ト
」

を
7
月
24
日
（
金
）
に
シ
テ
ィ

ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（
41 Seaver 

Way, Flushing, New York

）

で
開
催
す
る
。
こ
の
日
は
メ
ッ

ツ
と
、
大
谷
翔
平
、
山
本
由
伸
、

佐
々
木
朗
希
ら
日
本
人
選
手
が

所
属
す
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド

ジ
ャ
ー
ス
と
の
試
合
が
行
わ
れ

る
。
試
合
開
始
は
午
後
７
時
。

観
戦
場
所
は
ス
イ
ー
ト
（
特
別

観
覧
席
）
で
、
指
定
席
で
は
な

い
が
3
つ
の
ス
イ
ー
ト
が
繋
が

っ
て
い
る
た
め
十
分
な
ス
ペ
ー

ス
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
め
る
。
参
加
者
全
員
に
限
定

デ
ザ
イ
ン
の
メ
ッ
ツ
・
ジ
ャ
ー

ジ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
ほ

か
、
試
合
前
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
可
能
。
試
合
終
了
後
に
は
、

花
火
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

参
加
費
５
２
５
ド
ル（
食
事
、

飲
み
物
、
お
酒
、
ス
イ
ー
ト

入
場
料
込
み
）。
申
し
込
み
は

https://docs.google.com/
forms/d/e/1FAIpQLSdKIH
NYQEwPgyQD0M

pQjzHj2
45RwnSxSZSvE8A8l28er8
YAfw/viewform

か
ら
。

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

ヘ
リ
テ
ー
ジ
ナ
イ
ト
24
日

メ
ッ
ツ
vs
ド
ジ
ャ
ー
ス

自由の女神横を通過する豪華な帆船（写真・植山慎太郎）

川辺で帆船パレードを楽しむ市民たち（写真・東海砂智子）

http://goldsteinvisa.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdKIHNYQEwPgyQD0MpQjzHj245RwnSxSZSvE8A8l28er8YAfw/viewform


（7）　　 ［社　会］ 2026年（令和 8年）7月 11日（土）

Ｎ
Ｙ
両
岸
で
花
火

独
立
記
念
日
盛
大
に

　
「
民
主
主
義
」
は
米
国
が
世

界
に
贈
る
最
高
の
ギ
フ
ト
だ
と

多
く
の
米
国
人
が
思
っ
て
い
る

こ
と
が
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
が

行
っ
た
世
論
調
査
で
分
か
っ

た
。
同
局
と
英
世
論
調
査
会
社

ユ
ー
ガ
ブ
は
建
国
２
５
０
周
年

記
念
を
控
え
た
６
月
23
日
か

ら
26
日
ま
で
、
米
国
人
成
人

２
１
５
０
人
を
対
象
に
「
米
国

が
最
高
だ
と
思
う
こ
と
」
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。「
米
国
の
日
常
生
活
で
最

高
だ
と
思
う
こ
と
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
44
％
は
「
人
々
」

次
い
で
「
土
地
、資
源
、気
候
」、

「
経
済
、
貿
易
、
事
業
」、
そ
し

て
10
％
が
「
米
国
政
府
」
と
回

答
し
た
。「
最
高
の
発
明
」
に

つ
い
て
は
16
％
が
最
多
で
「
民

主
主
義
、
自
由
」
次
い
で
「
電

球
、
照
明
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」「
自
動
車
」「
電
話
」「
飛

行
機
」
だ
っ
た
。「
米
国
が
世

界
最
高
と
誇
れ
る
も
の
」
は
58

％
が
「
映
画
、
テ
レ
ビ
」
次
い

で
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
」「
音
楽
」「
ス
ポ
ー

ツ
」「
食
べ
物
」
だ
っ
た
。「
食

べ
物
」
で
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
が

一
番
人
気
で
２
位
が
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
高
齢
者
層
は
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
を
象
徴
的
な
食
べ
物
と
し

て
あ
げ
、
ピ
ザ
の
選
択
は
北
東

部
で
最
も
多
か
っ
た
。「
建
国

２
５
０
周
年
に
エ
キ
サ
イ
テ
ッ

ド
し
て
い
る
か
」
に
は
47
％

が
「
ま
っ
た
く
、
ほ
と
ん
ど
し

て
な
い
」、
29
％
は
「
多
少
は
」

で
「
と
て
も
」
は
23
％
だ
っ
た
。

米
国
史
２
５
０
年
の
遺
産
と
は

「
民
主
主
義
」

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
は
死
ん
で
な
か
っ
た

67
％
「
達
成
し
た
、
追
求
中
」

建国250年祝う　海と空

　

米
国
人
の
67
％
が
ア
メ
リ
カ

ン
ド
リ
ー
ム
を
「
達
成
し
た
、

追
求
中
」と
思
っ
て
い
る
こ
が
、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
拠
点
と
す

る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
ア
ー
チ
ブ

リ
ッ
ジ
研
究
所
が
行
っ
た
世
論

調
査
で
分
か
っ
た
。

　

同
社
は
４
月
２
日
か
ら
６
日

ま
で
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
全
国
世

論
調
査
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
）
と
提
携
し
、
米
国
在
住
者

２
０
６
９
人
を
対
象
に
「
ア
メ

リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
・
ア
ッ
ト

２
５
０
」
と
題
す
る
意
識
調
査

を
行
っ
た
。「
ア
メ
リ
カ
ン
ド

リ
ー
ム
」
は
、
作
家
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
ト
ラ
ス
ロ
ー
・
ア
ダ
ム
ズ

の
１
９
３
１
年
の
著
書
『
ザ
・

エ
ピ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
』

で
使
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
概
念
と
し
て
広
が
っ
た
。
同

調
査
で
は
64
％
が
「
ラ
ン
ド
・

オ
ブ
・
オ
ポ
チ
ュ
ニ
テ
ィ
（
チ

ャ
ン
ス
の
あ
る
土
地
）
は
、
経

歴
や
視
点
の
違
い
に
か
か
わ
ら

ず
国
民
を
団
結
さ
せ
る
」、
71

％
は
「
親
世
代
と
同
程
ま
た
は

そ
れ
以
上
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
」
と
信
じ
て
い
た
。
73
％
は

「
米
国
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
う
」、
70
％
は
「
米
国
人

で
あ
る
こ
と
は
重
要
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
」と
回
答
。 　

近
年
は
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー

ム
に
対
し
て
楽
観
的
な
回
答
が

減
少
し
て
お
り
、
悲
観
的
に
思

っ
て
い
る
回
答
者
は
33
％
で

２
０
２
２
年
比
で
15
％
と
年
々

増
加
し
て
い
る
。
特
に
中
高
年

よ
り
も
悲
観
的
な
若
年
層
著
し

く
多
い
と
い
う
。
58
％
と
多
く

の
米
国
人
が
「
ア
メ
リ
カ
ン
ド

リ
ー
ム
を
信
じ
て
い
る
」一
方
、

「
達
成
で
き
る
」
と
信
じ
て
い

る
の
は
48
％
で
、
58
％
は
「
達

成
で
き
な
い
」と
思
っ
て
い
る
。

43
％
は
「
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

が
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
の

達
成
を
妨
げ
る
」
と
感
じ
て
お

り
「
Ａ
Ｉ
は
役
立
つ
」
と
思
っ

て
い
る
の
は
わ
ず
か
18
％
だ
っ

た
。「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー

ム
は
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
リ
ー
チ

（
手
が
届
か
な
い
）」
と
思
う
理

由
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
バ
リ
ア
（
経
済

的
な
障
害
）」
だ
っ
た
。
同
結

果
に
つ
い
て
ゴ
ン
ザ
ロ
・
シ
ュ

ワ
ル
ツ
同
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
建
国

２
５
０
周
年
を
迎
え
ア
メ
リ
カ

ン
・
ド
リ
ー
ム
の
死
は
著
し
く

誇
張
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
こ
と

を
世
論
が
示
し
て
い
る
。
米
国

人
が
今
日
の
米
国
の
ア
フ
ォ
ー

ダ
ビ
リ
テ
ィ
や
Ａ
Ｉ
に
対
し
悲

観
的
で
あ
る
一
方
、
政
党
に
関

わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー

ム
は
達
成
可
能
で
あ
る
と
い
う

意
識
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
兆

候
は
国
民
の
団
結
を
予
示
し
て

い
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

米
国
の
独
立
記
念
日
と
な
っ

た
４
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

建
国
２
５
０
年
を
祝
う
大
規
模

な
記
念
行
事
が
朝
か
ら
夜
ま
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
中
心
と
な

っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港

を
舞
台
に
し
た
帆
船
パ
レ
ー
ド

と
、
夜
の
メ
イ
シ
ー
ズ
花
火
大

会
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ

ィ
、
ホ
ー
ボ
ー
ケ
ン
な
ど
水
辺

の
観
覧
ス
ポ
ッ
ト
に
は
、
多
く

の
市
民
や
観
光
客
が
詰
め
か
け

た
。

　

日
中
に
は
、
米
海
軍
の
ブ

ル
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
を
先
頭

に
、
米
軍
や
同
盟
国
の
航
空
機

に
よ
る
大
規
模
な
飛
行
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
世

界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
帆
船
や

艦
船
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
か

ら
ハ
ド
ソ
ン
川
へ
進
む
パ
レ

ー
ド
「
セ
イ
ル
・
フ
ォ
ー
ス

２
５
０
（Sail4th 250

）」
を

実
施
し
た
。帆
船
パ
レ
ー
ド
は
、

１
９
７
６
年
の
建
国
２
０
０
年

や
、
自
由
の
女
神
１
０
０
周
年

を
祝
っ
た
１
９
８
６
年
の
大
規

模
海
上
行
事
を
思
わ
せ
る
演
出

で
、
港
町
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
歴

史
を
印
象
づ
け
た
。

　

夜
に
は
、
恒
例
の
メ
イ
シ
ー

ズ
・
フ
ォ
ー
ス
・
オ
ブ
・
ジ
ュ

ラ
イ
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
数
日
間
続
い
た
危
険
な
熱

波
は
こ
の
日
が
山
場
と
な
り
、

雷
雨
な
ど
悪
天
候
へ
の
懸
念
か

ら
、
通
常
は
午
後
９
時
半
前
後

に
始
ま
る
と
こ
ろ
９
時
過
ぎ
に

打
ち
上
げ
が
始
ま
っ
た
。
今
年

は
同
大
会
の
50
回
目
と
も
重
な

り
、
花
火
は
ロ
ウ
ア
ー
・
ハ
ド

ソ
ン
川
と
ロ
ウ
ア
ー
・
イ
ー
ス

ト
川
に
配
置
さ
れ
た
６
隻
の
打

ち
上
げ
台
船
な
ど
か
ら
放
た

れ
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
で
は
特

別
演
出
も
行
わ
れ
た
。

　

打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
は
約

８
万
５
0
０
０
発
に
上
り
、
こ

の
う
ち
約
２
万
発
は
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
橋
で
の
演
出
用
に
特
別
に

設
計
さ
れ
た
装
置
か
ら
放
た
れ

た
。
赤
、
白
、
青
を
基
調
と
し

た
光
が
夜
空
と
川
面
を
彩
り
、

シ
ョ
ー
の
模
様
は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
な
ど

を
通
じ
て
全
米
に
中
継
さ
れ

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
周
辺
地

域
で
は
、
花
火
に
合
わ
せ
道
路

閉
鎖
や
交
通
規
制
が
敷
か
れ
、

観
覧
後
の
地
下
鉄
、
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｈ

ト
レ
イ
ン
、
フ
ェ
リ
ー
、
道
路

の
混
雑
も
目
立
っ
た
。
ハ
ド
ソ

ン
川
と
イ
ー
ス
ト
川
の
双
方
を

使
う
今
回
の
花
火
大
会
は
、
建

国
２
５
０
年
を
祝
う
特
別
仕
様

で
、
市
内
各
地
で
は
関
連
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
た
。
一
方
、
花

火
の
最
中
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋

の
仮
設
設
備
付
近
で
小
規
模
な

火
災
が
発
生
。
消
防
が
対
応

し
、
け
が
人
は
報
告
さ
れ
て
い

な
い
。　

大勢の市民が見守る中、ハドソン川上空を飛行した各国精鋭のアクロバット航空隊の戦闘機（写真・植山慎太郎）

イーストリバーとハドソン川の両方で打ち上げられた花火（Photo: Gregory D'Agostino）

自
由
時
間
に
市
内
観
光
す
る
水
兵
た
ち
（
写
真
・
三
浦
良
一
）

世
界
に
贈
っ
た
最
高
の
ギ
フ
ト

https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://www.maxjob.com/
https://giip-global.com/ja/
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米
教
育
省
は
６
月
29
日
、
看

護
学
、
理
学
療
法
学
を
含
む
25

専
門
職
学
位
の
連
邦
学
生
ロ
ー

ン
額
を
制
限
す
る
法
案
を
保
留

す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
連
邦
学
生
ロ
ー
ン
は
学
位
に

よ
っ
て
額
が
設
定
さ
れ
、
最
高

で
学
費
全
額
の
融
資
が
受
け
ら

れ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
学

生
ロ
ー
ン
を
抑
制
し
曰
く
「
制

御
し
き
れ
な
い
ほ
ど
上
昇
し

た
」
学
費
を
低
減
す
る
新
た
な

ロ
ー
ン
制
限
の
必
要
性
を
協
調

し
た
。
ま
た
「
専
門
職
」
の
対

象
と
な
っ
た
学
位
に
つ
い
て

は
、
重
要
で
な
い
と
判
断
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
１
９
６
０
年

代
に
制
定
さ
れ
た
定
義
を
更
新

す
る
た
め
と
し
て
い
る
。
同
法

案
の
ロ
ー
ン
上
限
は
大
学
院
生

は
10
万
ド
ル
、
専
門
職
学
位
は

20
万
ド
ル
に
制
定
し
て
い
る
。

同
省
が
定
義
す
る
専
門
職
学
位

に
は
薬
学
、
歯
学
、
獣
医
学
、

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
、
法

学
、
検
眼
学
、
整
骨
医
学
、
足

病
学
、
神
学
が
含
ま
れ
る
。

　

同
法
案
で
「
専
門
職
」
外
と

な
っ
た
分
野
の
現
場
で
働
く
看

護
師
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
公
衆
衛

生
従
事
者
、
言
語
聴
覚
士
、
医

師
ア
シ
ス
タ
ン
ト
た
ち
を
代
表

す
る
８
団
体
は
、
同
法
案
は
学

生
た
ち
に
キ
ャ
リ
ア
を
諦
め
さ

せ
る
か
、
負
担
が
大
き
い
民
間

ロ
ー
ン
利
用
を
強
い
る
と
し
て

同
省
を
告
訴
し
た
。
ベ
リ
ル
・

ハ
ウ
エ
ル
連
邦
地
方
裁
判
所
判

事
は
24
日
、
新
た
な
専
門
職
学

位
の
定
義
に
関
し
て
、
議
会
が

当
初
制
定
し
た
定
義
か
ら
外
れ

た
間
違
っ
た
解
釈
で
あ
り
、
将

来
性
の
あ
る
学
生
の
機
会
の
損

失
は
「
公
衆
、
特
に
医
療
や
専

門
職
の
サ
ー
ビ
ス
が
不
足
し
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
弊
害
を

も
た
ら
す
」
と
し
て
同
法
案
の

修
正
を
命
じ
た
。同
省
は
29
日
、

同
法
の
執
行
を
一
時
停
止
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
が
、
看
護
学

な
ど
は
専
門
職
学
位
と
し
な
い

と
い
う
当
初
の
方
針
は
変
え
ず

引
き
続
き
法
廷
で
争
う
と
し
て

い
る
。

看
護
学
な
ど
「
専
門
職
」

ス
テ
ー
タ
ス
を
獲
得

　

Ｎ
Ｙ
市
議
会
は
６
月
30
日
、

道
路
清
掃
を
妨
害
す
る
駐
車
車

両
に
課
すIntro-92

法
の
執

行
を
41
対
10
票
で
可
決
し
た
。

　

同
市
で
は
時
間
や
曜
日
に
よ

っ
て
一
般
車
両
の
駐
車
不
可
が

左
右
交
互
入
れ
替
わ
る
オ
ル
タ

ネ
イ
ト
・
サ
イ
ド
駐
車
を
導
入

し
て
お
り
、
週
１
、２
回
約
90

分
間
の
清
掃
作
業
中
の
道
路
は

駐
車
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
同

法
案
は
、
駐
車
不
可
の
清
掃
時

間
帯
に
駐
車
し
た
車
両
の
窓
に

同
市
衛
生
局
（
Ｄ
Ｓ
Ｎ
Ｙ
）
が

「
こ
の
車
両
は
Ｎ
Ｙ
市
の
駐
車

規
制
に
違
反
し
て
お
り
、結
果
、

こ
の
通
り
を
適
切
に
清
掃
で
き

ま
せ
ん
」
と
記
さ
れ
た
８
・
５

×
11
イ
ン
チ
の
黄
色
い
警
告
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
こ
と
を
許
可

す
る
。

　

同
市
議
会
は
２
０
１
１
年
、

違
反
ス
テ
ッ
カ
ー
の
接
着
剤
が

剥
が
れ
な
い
、
剥
が
そ
う
と
し

た
ら
窓
が
損
傷
し
た
な
ど
の
市

民
の
苦
情
を
受
け
、
Ｄ
Ｓ
Ｎ
Ｙ

の
同
権
限
を
解
除
し
た
。　

　

Ｄ
Ｓ
Ｎ
Ｙ
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
不
可
と

な
っ
た
11
年
以
降
の
道
路
の
清

潔
さ
の
評
価
は
１
０
０
点
中
73

％
で
、
11
年
以
前
の
94
点
に
比

べ
て
悪
化
し
て
い
る
。
同
法
案

を
提
出
し
た
ゲ
イ
ル
・
ブ
リ
ュ

ウ
ワ
ー
同
市
議
会
議
委
員
は
、

月
極
駐
車
料
金
に
対
し
て
１
回

65
ド
ル
と
い
う
安
い
駐
車
違
反

の
罰
金
が
原
因
で
、
違
反
駐
車

は
毎
週
約
50
万
台
に
の
ぼ
り
、

同
市
内
全
長
３
０
０
０
マ
イ
ル

の
道
路
が
適
切
に
清
掃
で
き
て

い
な
い
と
話
し
て
い
る
。

清
掃
を
妨
げ
る
車
両

駐
禁
ス
テ
ッ
カ
ー
を
再
開

　

マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア
パ
ー
ク

は
16
日
、
同
公
園
で
育
っ
て
い

る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
イ
ー
ト
ガ

ム
（
モ
ミ
ジ
バ
フ
ウ
）
の
誕

生
日
を
祝
う
無
料
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
。
こ
の
若
木
は
、

２
０
２
２
年
に
米
航
空
宇
宙
局

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
の
ア
ル
テ
ミ
ス

Ⅰ
計
画
で
宇
宙
船
オ
リ
オ
ン
に

研
究
の
た
め
に
搭
載
さ
れ
た
種

が
育
っ
た
も
の
で
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

が
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
推
進
を
目
的

に
米
農
務
省
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
森

林
局
と
提
携
し
23
年
に
「
ム
ー

ン
・
ツ
リ
ー
」
配
布
を
公
募
。

学
校
や
図
書
館
、
博
物
館
な
ど

１
０
０
０
以
上
の
機
関
、
施
設

が
当
選
し
種
を
受
理
し
た
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
唯
一
同
公
園

の
管
理
団
体
が
選
ば
れ
、
25
年

４
月
に
Ｎ
Ｙ
市
内
で
２
本
目
の

ム
ー
ン
ツ
リ
ー
と
し
て
フ
ァ
ラ

ガ
ッ
ト
・
ロ
ー
ン
に
植
え
ら
れ

た
。
１
９
７
１
年
の
ア
ポ
ロ
14

計
画
で
宇
宙
飛
行
士
ス
テ
ュ
ア

ー
ト
・
ル
ー
サ
氏
が
持
ち
込
ん

だ
種
が
初
代
ム
ー
ン
ツ
リ
ー
と

し
て
知
ら
れ
る
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
「
ム
ー
ン
ツ
リ

ー
・
ロ
ー
ン
チ
・
パ
ー
テ
ィ
」

は
正
午
に
ス
タ
ー
ト
し
、
科
学

研
究
を
助
成
す
る
サ
イ
モ
ン
ズ

財
団
の
研
究
者
た
ち
が
望
遠
鏡

や
双
眼
鏡
、
日
光
を
音
響
に
変

換
す
る
ラ
イ
ト
サ
ウ
ン
ド
機
器

を
使
っ
た
安
全
な
太
陽
観
測
を

指
導
し
、質
疑
応
答
「
ア
ス
ク
・

ア
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
」
や

借
り
物
競
走
、
ム
ー
ン
・
ツ
リ

ー
と
ア
ル
テ
ミ
ス
Ⅱ
計
画
を
テ

ー
マ
に
し
た
新
セ
レ
ス
テ
ィ
ア

ル
（
天
体
）・
ガ
ー
デ
ン
ズ
の

ガ
イ
ド
付
き
ツ
ア
ー
、
地
元
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
ム
ー
ン
ツ
リ
ー

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
展
示
な

ど
、
午
後
８
時
ま
で
家
族
で
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　

ま
た
、
昨
年
Ｎ
Ｙ
州
桂
冠
詩

人
に
任
命
さ
れ
た
さ
れ
た
キ
ミ

コ
・
ハ
ー
ン
さ
ん
が
ム
ー
ン
ツ

リ
ー
の
歩
み
を
称
え
る
新
作
を

朗
読
す
る
。
ハ
ー
ン
さ
ん
は
Ｎ

Ｙ
州
マ
ウ
ン
ト
・
キ
ス
コ
出

身
、
母
は
マ
ウ
イ
島
出
身
の
日

系
米
国
人
で
、
ア
イ
オ
ワ
大

学
で
英
文
学
と
東
ア
ジ
ア
学

で
学
士
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

で
日
本
文
学
の
修
士
を
取
得
、

１
９
６
４
〜
65
年
に
は
東
京
で

暮
ら
し
た
こ
と
も
あ
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

madisonsquarepark.org/
com

m
unity/calendar/

event/moon-tree-launch-
party/

を
参
照
す
る
。

Photograph: C
ourtesy 

of M
adison Square Park 

C
onservancy | M

adison 
S

quare P
ark's M

oon 
Tree sapling.

月を周回した木の
誕生日パーティ
マジソンスクエアパークで

75

Ｎ
Ｙ
で
日
本
食
材
の
底
力　

フ
ァ
ン
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
日
本
32
社

■
鹿
児
島
県
か
ら
は
「
鹿
児
島

黒
牛
」
を
紹
介
。
県
農
政
部
の

新
原
慎
一
氏
は
、
日
本
一
に
輝

い
た
和
牛
の
霜
降
り
、口
ど
け
、

厳
格
な
衛
生
・
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
を
訴
求
し
、
米
国
市
場
で

他
国
産WAGYU

と
の
差
別

化
を
図
る
狙
い
を
示
し
た
。

■
日
本
食
の
人
気
定
着

　

次
の
課
題
は
「
お
い
し
い
」

だ
け
で
な
く
、
産
地
、
技
術
、

信
頼
ま
で
伝
え
る
ブ
ラ
ン
ド
発

信
に
あ
る
。
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ

オ
ン
全
体
か
ら
は
、
単
な
る
日

本
食
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
産
品
の
背
景
、
職
人
技
、
安

心
・
安
全
へ
の
こ
だ
わ
り
を
、

い
か
に
米
国
市
場
の
言
葉
で
伝

え
る
か
と
い
う
各
社
の
挑
戦
が

見
え
た
。

■
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と
農
林
水
産
省

の
支
援
に
よ
る
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ

リ
オ
ン
に
は
、
日
本
各
地
か
ら

32
社
が
出
展
。
抹
茶
、日
本
茶
、

和
牛
、
調
味
料
、
菓
子
、
加
工

食
品
な
ど
、
日
本
な
ら
で
は
の

品
質
と
物
語
性
を
前
面
に
打
ち

出
し
た
。

■
京
都
の
日
本
茶
専
門
店
「
茶

匠
六
兵
衛
」
は
、
１
８
１
８
年

創
業
の
老
舗
茶
問
屋
の
流
れ
を

受
け
継
ぎ
、
代
表
の
井
上
祐
氏

が
抹
茶
の
魅
力
を
海
外
市
場
へ

伝
え
る
。

■
２
０
２
６
年
の
ト
レ
ン
ド
と

特
徴

　

会
場
で
は
、
低
糖
質
・
高
た

ん
ぱ
く
・
高
繊
維
な
ど
健
康
志

向
を
反
映
し
た
ス
ナ
ッ
ク
や
機

能
性
飲
料
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

西
ア
フ
リ
カ
な
ど
多
文
化
の
味

を
取
り
入
れ
た
商
品
、
さ
ら
に

温
め
る
だ
け
で
本
格
的
な
味
を

楽
し
め
る
プ
レ
ミ
ア
ム
簡
便
食

が
目
立
っ
た
。
ノ
ン
ア
ル
コ

ー
ル
飲
料
の
進
化
も
著
し
く
、

「
あ
え
て
飲
ま
な
い
」
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
広
が
り
を
感
じ
さ

せ
た
。
ま
た
、
米
国
企
業
の
ブ

ー
ス
で
は
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
」
を
大
き
く
掲
げ
る
展
示
も

多
く
、
環
境
配
慮
が
一
過
性
の

流
行
で
は
な
く
、
食
品
ビ
ジ
ネ

ス
の
経
営
基
盤
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
印
象
づ
け
た
。

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ (ABD: Ph.D.) 

。

著
書
・
新
潮
社
『
欧
米
企
業
に

学 

ぶ
・SDGs 

転
換
戦
略:

サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
×
こ
れ
か
ら
の
企

業
価
値
』。『
パ
ー
パ
ス: 

何
の 

た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価
値
を

提
供
す
る
の
か
』

　

北
米
最
大
級
の
高
級
食
品
見

本
市
「
サ
マ
ー
・
フ
ァ
ン
シ
ー
・

フ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
２
０
２
６
」

が
6
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
、

０
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
Ｋ
・
ジ
ャ
ヴ

ィ
ッ
ツ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催

者
情
報
な
ど
に
よ
る
と
、
今
年

は
約
２
５
０
０
社
が
出
展
し
、

８
０
０
０
人
超
の
バ
イ
ヤ
ー
が

来
場
。
約
34
万
平
方
フ
ィ
ー
ト

の
会
場
に
24
の
国
際
パ
ビ
リ
オ

ン
が
並
び
、
世
界
各
地
の
食
の

最
前
線
が
集
結
し
た
。

https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://madisonsquarepark.org/community/calendar/event/moon-tree-launch-party/
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Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
鉄
道
・
バ
ス
・
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

７
月
か
ら
全
線
で
値
上
げ
決
行

　

８
月
１
日
土
曜
日
午
前
11
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
バ
ー
ゲ

ン
郡
リ
ッ
ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ー

ク
の
オ
ー
バ
ー
ペ
ッ
ク
郡
立
公

園
内
ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー
エ
リ

ア
で
開
催
。

　

昨
年
ま
で
は
毎
年
秋
に
開
催

さ
れ
て
き
た
、
Ｎ
Ｊ
日
本
人
会

と
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
共
催
の

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ー
ド
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
今
年

は
夏
に
移
動
し
て
新
た
に
開
催

夏
だ
！
祭
り
だ
！

８
月
初
旬
に
各
地
で
「
夏
祭
り
」
開
催

　

Ｎ
Ｊ
州
境
か
ら
ほ
ど
近
い
Ｎ

Ｙ
州
ヒ
ル
バ
ー
ン
の
、
小
さ
い

山
の
山
上
に
あ
る
巨
大
な
日
本

建
築
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ
ウ
ン

ト
・
フ
ジ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
」。
同
店
で

は
今
年
で
６
年
目
と
な
る
夏
祭

り
が
、
８
月
２
日
日
曜
日
の
午

後
２
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ

る
。同
店
の
夏
祭
り
で
は
例
年
、

Ｎ
Ｙ
の
有
名
シ
ェ
フ
ら
が
手
掛

け
る
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
や
、
氷

彫
刻
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
よ
る
実

演
、
日
本
の
お
祭
り
ゲ
ー
ム
、

数
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

が
楽
し
め
る
ほ
か
、
夜
に
は
幻

想
的
な
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ
て
い

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

開
催
時
の
対
応
で
乗
客
に
混
乱

を
与
え
て
い
る
Ｎ
Ｊ
州
の
大
手

公
共
交
通
機
関
運
営
会
社
Ｎ
Ｊ

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
は
、
Ｗ
杯
開
催

期
間
の
途
中
に
関
わ
ら
ず
２
年

前
に
決
定
さ
れ
た
当
初
の
計
画

通
り
、
７
月
１
日
か
ら
、
鉄
道
、

か
ら
参
加
し
た
い
、
一
日
中
楽

し
み
た
い
、
と
い
う
全
て
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画
し
て
い
る
よ
う
だ
。

参
加
費
は
無
料
。
食
べ
物
や
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
は
有
料
。

問
い
合
わ
せ
は
、info@jaanj.

org

Ｙ
ポ
ー
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
タ
ー

ミ
ナ
ル
か
ら
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
ま

で
の
片
道
料
金
が
５
ド
ル
45
セ

ン
ト
に
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
ハ

ド
ソ
ン
ー
バ
ー
ゲ
ン
線
の
片
道

料
金
が
２
ド
ル
65
セ
ン
ト
に
上

が
っ
た
。

　

お
り
し
も
、
こ
の
週
は
華
氏

１
０
０
度
の
猛
暑
が
続
い
た
影

響
で
、
Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
鉄

道
で
は
信
号
機
や
送
電
線
で
故

障
が
相
次
ぎ
、
一
部
の
路
線
で

は
運
休
や
遅
延
が
多
数
発
生
し

て
い
た
。
そ
の
中
で
の
一
律
値

上
げ
決
行
に
対
し
て
、
利
用
客

の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
溜

ま
っ
て
お
り
、
不
満
の
声
が
続

出
し
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
の
同
社
の
運
賃

値
上
げ
は
、
最
終
的
に
15
％
値

上
げ
を
す
る
5
か
年
計
画
の
途

中
の
た
め
、
来
年
も
更
に
３
％

上
が
る
予
定
だ
。

バ
ス
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
共
に
全

線
で
一
律
３
％
の
値
上
げ
を
決

行
し
た
。

　

主
な
例
を
挙
げ
る
と
、
鉄
道

は
Ｎ
Ｙ
ペ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
プ
リ
ン
ス
ト
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
駅
ま
で
の
片
道
料
金
が
19

ド
ル
50
セ
ン
ト
に
、
バ
ス
は
Ｎ

さ
れ
る
。
広
大
な
敷
地
に
、
Ｎ

Ｊ
日
本
人
会
と
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ

ス
が
そ
れ
ぞ
れ
招
聘
す
る
数
10

軒
の
フ
ー
ド
屋
台
が
ず
ら
っ
と

並
ぶ
様
子
は
圧
巻
で
、
例
年
大

勢
の
来
場
者
が
列
を
作
っ
て
い

る
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
数
々
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
ラ
イ
ブ

音
楽
が
披
露
さ
れ
、
盆
踊
り
や

浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
観
客
参

加
型
の
コ
ー
ナ
ー
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
日
本
の
お
祭
り
ゲ
ー

ム
や
日
本
の
文
化
紹
介
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
家
族
や
友
人
と
１

日
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
。
今
回
、
時
間
が
午
後

８
時
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
主
催
者
は
「
暑
い
日

中
を
避
け
て
夕
方
か
ら
楽
し
み

た
い
と
い
う
お
客
様
の
声
を
反

映
さ
せ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

昼
間
だ
け
参
加
し
た
い
、
夕
方

た
。
ま
た
、
豪
華
賞
品
が
当
た

る
ラ
ッ
フ
ル
も
大
盛
り
上
が
り

だ
っ
た
。
今
年
も
様
々
な
お
楽

し
み
企
画
を
予
定
し
て
い
る
と

い
う
。

　

同
夏
祭
り
は
、
入
場
料
１
人

25
ド
ル
（
３
歳
〜
10
歳
の
子
ど

も
は
18
ド
ル
）
で
、
チ
ケ
ッ
ト

は
事
前
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
購

入
す
る
。
チ
ケ
ッ
ト
に
は
、
ラ

ッ
フ
ル
券
１
枚
と
ド
リ
ン
ク
１

杯
無
料
券
が
付
く
。（
当
日
受

付
で
受
領
）
そ
の
他
、
フ
ー
ド

や
ド
リ
ン
ク
、
ゲ
ー
ム
、
ラ
ッ

フ
ル
は
別
途
チ
ケ
ッ
ト
を
当
日

会
場
で
購
入
す
る
。
今
年
の
イ

ベ
ン
ト
詳
細
発
表
と
チ
ケ
ッ
ト

販
売
開
始
は
10
日
金
曜
日
か

ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、www.

mtfujirestaurants.com

に

て
。

　

一
方
、
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
日
系
ス
ー
パ
ー
「
ミ
ツ
ワ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
」
Ｎ
Ｊ

店
（
リ
バ
ー
ロ
ー
ド
５
９
５
番

地
）
で
も
、
８
月
８
日
土
曜
日

と
９
日
日
曜
日
に
恒
例
の
夏
祭

り
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
細

は
本
紙
発
行
時
点
で
は
未
発
表

だ
が
、
例
年
、
数
々
の
フ
ー
ド

テ
ン
ト
や
日
本
の
お
祭
り
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
観
客
参
加
型
の

盆
踊
り
大
会
や
、
太
鼓
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
評
判
で
大
勢
の
来

場
者
を
呼
ん
で
い
る
。
入
場
は

無
料
。
フ
ー
ド
や
ゲ
ー
ム
は
有

料
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

mitsuwa.com/nj

で
近
日
公

開
。

ミ
ツ
ワ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

プ
レ
イ
ス
「
夏
祭
り
」

　

猛
暑
が
続
く
Ｎ
Ｊ
だ
が
、
８
月
に
入
る
と
バ
ー

ゲ
ン
郡
近
郊
で
は
３
か
所
で
恒
例
の
日
本
の
お
祭

り
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

の
あ
る
楽
し
い
祭
り
を
準
備
し
て
い
る
の
で
、
参

加
し
て
暑
い
夏
を
吹
き
飛
ば
そ
う
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
・
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
共
催

「
食
の
祭
典
」

マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ

「
夏
祭
り
」

昨年の様子／撮影・本紙久松

昨
年
の
様
子
／
撮
影
・
本
紙
久
松

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
tel:2122136069
http://www.mtfujirestaurants.com
http://www.mtfujirestaurants.com
http://www.mtfujirestaurants.com
mitsuwa.com/nj
mailto:info@jaanj.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
は
6
月

24
日
、
金
融
に
つ
い
て
学
ぶ
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
講

師
を
招
き
、
物
の
買
い
方
、
貯

蓄
、
収
入
と
支
出
、
投
資
に
つ

い
て
、
ク
イ
ズ
や
具
体
例
を
交

え
な
が
ら
学
ん
だ
。

　

始
め
に
、
生
徒
た
ち
は
物
の

買
い
方
に
つ
い
て
考
え
た
。
講

師
が
身
近
な
品
物
を
例
に
「
こ

れ
は
生
活
必
需
品
な
の
か
、
そ

れ
と
も
贅
沢
品
か
」
を
ク
イ
ズ

形
式
で
問
い
か
け
る
と
「
そ
れ

は
必
要
だ
と
思
っ
た
」「
な
く

て
も
生
活
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
人

に
よ
っ
て
考
え
方
が
異
な
る
こ

と
に
気
付
く
場
面
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
貯
蓄
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
。
病
気
や
け
が
、
急
な
出

費
な
ど
、
万
が
一
の
と
き
に
備

え
て
お
金
を
蓄
え
て
お
く
こ
と

は
自
分
や
家
族
の
生
活
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、

生
涯
に
か
か
る
総
支
出
と
働
い

て
得
る
総
収
入
に
つ
い
て
も
考

え
、生
活
に
は
食
費
や
住
居
費
、

教
育
費
な
ど
多
く
の
費
用
が
必

要
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま

た
、
投
資
は
リ
ス
ク
が
あ
る
一

方
で
、
将
来
に
向
け
て
お
金
を

貯
め
る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。

生
徒
た
ち
は
、
貯
め
る
だ
け
で

な
く
増
や
す
と
い
う
考
え
方
に

も
関
心
を
示
し
て
い
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
終
わ
り

に
は
、
生
徒
か
ら
「
な
ぜ
お
金

に
興
味
を
も
っ
た
の
か
」
と
い

う
質
問
が
出
た
。
講
師
は
、
学

校
の
授
業
を
き
っ
か
け
に
父
親

の
会
社
を
訪
れ
、
そ
こ
で
お
金

や
仕
事
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
話
し
た
。
今
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
、
お
金
を
「
使
う
も

の
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、「
貯

め
る
」「
稼
ぐ
」「
増
や
す
」
と

い
う
視
点
か
ら
捉
え
直
す
機
会

と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

金
融
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
は
、

６
月
17
日
（
水
）、
２
年
生
の

生
活
科
学
習
の
一
環
と
し
て
、

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
の
中
心
街
「Greenwich 

Avenue

（
グ
リ
ニ
ッ
チ
・
ア

ベ
ニ
ュ
ー
）」
で
移
動
教
室
を

実
施
し
た
。
こ
の
学
習
で
は
、

自
分
の
学
校
が
あ
る
身
近
な
地

域
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
に
つ
い
て
、

街
の
良
さ
や
工
夫
に
気
付
く
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
活
動
し

た
。

　

子
供
た
ち
は
、
実
際
に

Greenwich Ave.

を
歩
き
な

が
ら
、
店
や
人
々
の
様
子
を
観

察
し
た
。
様
々
な
店
が
並
ん
で

い
る
こ
と
、
買
い
物
に
訪
れ
る

人
た
ち
の
た
め
に
、
通
り
に
は

ゴ
ミ
箱
や
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
歴
史
あ
る
建
物

を
守
る
た
め
の
マ
ー
ク
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
教
室
で
は
気
付
く

こ
と
の
で
き
な
い
発
見
を
数
多

く
し
て
い
た
。
ま
た
、
訪
れ
た

店
で
は
、
事
前
に
考
え
た
質
問

を
基
に
、
普
段
学
習
し
て
い
る

英
語
を
使
っ
て
積
極
的
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
緊
張
し

な
が
ら
も
自
分
の
言
葉
で
質
問

す
る
姿
か
ら
は
、
日
頃
の
学
習

の
成
果
が
感
じ
ら
れ
た
。
活
動

後
の
振
り
返
り
で
は
、
子
供
た

ち
か
ら
「
も
っ
と
グ
リ
ニ
ッ
チ

に
つ
い
て
知
り
た
い
」「
グ
リ

ニ
ッ
チ
が
も
っ
と
好
き
に
な
っ

た
」
と
い
う
声
が
挙
が
っ
た
。

実
際
に
足
を
運
び
、
見
た
り
聞

い
た
り
人
と
関
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
得
ら
れ
る
学
び
が
大

き
い
こ
と
を
実
感
す
る
移
動
教

室
と
な
っ
た
。

地
元
の
街
を
た
ん
け
ん

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
の
初
等

部
３
年
生
が
６
月
26
日
、
社
会

科
の
学
習
で
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市

の
警
察
署
と
消
防
署
を
訪
問
し

た
。
警
察
署
で
は
、
警
察
官
の

案
内
で
署
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
や
パ
ト
カ
ー
の
内
部
を
見
学

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域

の
安
全
の
た
め
に
24
時
間
体
制

で
働
く
警
察
官
の
仕
事
の
重
み

を
実
感
し
た
様
子
で
、
見
学
後

に
は
「
24
時
間
ず
っ
と
働
い
て

い
て
す
ご
い
」「
大
き
く
な
っ

た
ら
警
察
官
に
な
り
た
い
」「
犯

罪
が
な
い
世
界
に
な
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
敬
意
と
憧
れ
を
込
め
た
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

消
防
署
で
は
、
長
き
に
わ
た

り
地
域
の
安
全
を
守
り
続
け
て

い
る
消
防
士
の
姿
か
ら
歴
史
を

学
び
、
消
防
車
に
搭
載
さ
れ
た

１
０
０
フ
ィ
ー
ト
も
の
長
さ
の

ホ
ー
ス
な
ど
、
迫
力
あ
る
道
具

の
数
々
に
驚
き
の
声
を
上
げ
て

い
た
。
ま
た
、
現
役
の
消
防
士

た
ち
が
普
段
は
別
の
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
、
緊
急
連
絡
が
入
る

と
本
業
を
置
い
て
す
ぐ
に
救
助

に
駆
け
つ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
制
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。子
ど
も
た
ち
は「
夜

に
も
訓
練
し
て
い
て
す
ご
い
」

「
火
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に
自

分
で
も
ち
ゃ
ん
と
気
を
つ
け
た

い
」
と
い
う
防
災
へ
の
意
識
の

高
ま
り
や
、「
人
が
困
ら
な
い

世
界
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
」
と
い
う
応
援
の
言
葉
を
の

べ
て
い
た
。
今
回
の
見
学
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
日
本
と

の
仕
組
み
の
違
い
に
気
付
き
、

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
が
多
く
の

人
々
の
努
力
と
工
夫
、
そ
し
て

献
身
的
な
支
え
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
充
実
し

た
一
日
と
な
っ
た
。

地
域
を
守
る
警
察
と
消
防

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
児
童
が
見
学

オークランド市
社会科学習で訪問

http://www.gwjs.org
http://shidogakuin.com
https://miray109.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.nykoyamashodo.com/
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母
が
昔
か
ら
よ
く
使
う
言
葉

の
中
に
、
私
が
ど
う
し
て
も
好

き
に
な
れ
な
い
フ
レ
ー
ズ
が
あ

る
。

「
私
の
仕
事
を
増
や
さ
な
い
で
」

　

た
い
て
い
そ
れ
は
、
私
が
何

か
失
敗
を
し
た
時
や
、
家
の
ル

ー
ル
を
間
違
え
た
時
に
言
わ
れ

た
言
葉
だ
っ
た
。
忙
し
い
の
に

こ
れ
以
上
迷
惑
を
か
け
る
な
、

も
っ
と
注
意
深
く
な
れ
、
と
い

う
そ
の
裏
の
意
味
は
、
自
分
が

母
に
な
っ
て
か
ら
は
、
よ
く
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ

が
私
は
、
娘
に
同
じ
言
葉
を
使

っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
こ

の
一
言
を
聞
く
た
び
に
心
が
き

ゅ
っ
と
固
く
な
り
、
悲
し
く
な

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
ら

だ
。
子
供
の
私
に
と
っ
て
そ
れ

は
単
な
る
注
意
で
は
な
く
、「
あ

な
た
は
私
の
負
担
を
増
や
す
厄

介
な
存
在
だ
」
と
い
う
意
味
に

等
し
か
っ
た
。

　

日
本
で
は
昔
か
ら
「
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
こ
と
」
が
美
徳

と
さ
れ
て
き
た
。
電
車
の
中
で

は
静
か
に
し
、
公
共
の
場
は
き

れ
い
に
使
い
、
相
手
の
時
間
や

労
力
は
極
力
奪
わ
な
い
。
そ
う

し
た
心
遣
い
は
日
本
社
会
の
素

晴
ら
し
さ
の
一
つ
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
そ
の
価
値
観
が
強
く

な
り
す
ぎ
る
と
、
人
は
他
人
に

も
自
分
に
も
厳
し
く
な
る
。
困

っ
て
い
て
も
助
け
を
求
め
ら
れ

ず
、
育
児
や
介
護
を
一
人
で
抱

え
込
ん
で
し
ま
う
。さ
ら
に「
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
は
、
裏

を
返
せ
ば
、「
自
分
も
人
か
ら

迷
惑
を
か
け
ら
れ
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
い
う
価
値
観
で
も
あ

る
。
自
分
に
そ
こ
ま
で
厳
し
く

律
し
て
き
た
分
、
他
人
に
も
同

じ
基
準
を
無
意
識
に
求
め
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
。
困
っ
て
い
る

人
を
見
て
も
「
自
分
で
何
と
か

す
べ
き
だ
」
と
考
え
、
時
に
は

他
人
の
不
手
際
を
公
然
と
批
判

す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。ま
た
は
、

下
手
に
介
入
し
て
、
逆
に
迷
惑

に
な
る
事
を
避
け
る
人
も
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

実
は
私
は
、
音
楽
の
世
界
で

も
同
じ
こ
と
を
感
じ
る
時
が
あ

る
。
あ
る
高
名
な
指
揮
者
の
も

と
、
著
名
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

共
演
し
た
時
の
こ
と
だ
。
私
は

迷
惑
を
か
け
ま
い
と
様
子
を
伺

い
な
が
ら
歌
い
、
そ
ん
な
私
を

気
遣
っ
て
彼
も
控
え
め
に
棒
を

振
り
、
そ
の
空
気
を
読
ん
だ
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
も
ま
た
固
唾
を
の

ん
で
演
奏
し
て
い
た
。
皆
が
互

い
に
遠
慮
し
合
う
あ
ま
り
、
音

楽
が
縮
こ
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、

三
者
で
苦
笑
し
た
こ
と
が
あ

る
。本
来
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
は
、

互
い
に
遠
慮
し
合
う
も
の
で
は

な
く
、
よ
く
聴
き
合
い
つ
つ
自

分
の
や
り
た
い
事
を
表
現
し
、

そ
し
て
相
手
も
受
け
止
め
合
い

な
が
ら
一
つ
の
世
界
を
創
り
上

げ
て
い
く
も
の
だ
。

　

社
会
の
中
で
生
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
思

う
。
隠
居
し
た
仙
人
で
な
い

限
り
、
誰
に
も
迷
惑
を
か
け

ず
に
生
き
ら
れ
る
わ
け
は
な

い
。
気
を
配
り
つ
つ
助
け
合

い
、
時
に
は
面
倒
を
か
け
合

っ
て
生
き
て
い
く
も
の
だ
。

そ
の
温
か
い
や
り
取
り
の
繰

り
返
し
の
中
に
こ
そ
、
人
間

関
係
の
豊
か
さ
が
あ
る
。

　

日
本
に
は
ま
た
、「
困
っ
た

時
は
お
互
い
様
」
と
い
う
暖

か
い
言
葉
も
あ
る
。
気
を
つ

け
て
い
て
も
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
っ
た
時
、
か
け
ら
れ
た

時
に
は
、「
お
互
い
様
」
と
笑

っ
て
許
し
合
え
る
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
社
会
が
、
一
番
居
心

地
が
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。「
迷
惑
を
か
け
な
い
」
が

日
本
の
美
徳
で
あ
り
続
け
る

一
方
で
、「
迷
惑
を
か
け
合
う

の
も
ま
た
人
間
」
と
認
め
合

う
こ
と
も
同
じ
く
ら
い
大
切

な
価
値
観
と
し
て
育
っ
て
ほ

し
い
。

　

母
の
あ
の
言
葉
も
、
き
っ

と
彼
女
な
り
の
不
器
用
な
、

「
迷
惑
を
か
け
な
い
で
」
と
い

う
時
代
の
呪
縛
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
私
自
身
は
そ

ん
な
「
お
互
い
様
」
の
精
神

を
胸
に
、
今
日
も
ま
た
誰
か

に
少
し
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

田
村
麻
子
＝
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

に
「
輝
く
ソ
プ
ラ
ノ
」
と
絶
賛

さ
れ
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
デ

ビ
ュ
ー
。
欧
米
歌
劇
場
で
『
椿

姫
』『
ル
チ
ア
』『
蝶
々
夫
人
』他
、

数
々
の
主
役
に
抜
擢
。
Ｗ
杯
前

夜
祭
3
大
テ
ナ
ー
公
演
で
故
パ

ヴ
ァ
ロ
ッ
テ
ィ
ら
と
共
演
。
Ｍ

Ｅ
Ｔ
管
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
交
響
楽
団
な

ど
と
共
演
。
Ｍ
Ｌ
Ｂ
公
式
戦
に

て
外
国
人
初
の
米
国
国
歌
斉
唱

の
栄
誉
を
担
う
。
デ
ィ
ス
テ
フ

ァ
ノ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
（
伊
）

１
位
。
米
マ
ネ
ス
音
楽
院
首
席

修
了
。
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す

る
国
際
的
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
。

22

私の仕事を増やさないで

　

６
月
21
日
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校
（
朽
木
史
昌 

文

部
科
学
省
派
遣
校
長
）
で
、
第

３
回
「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
多
言

語
環
境
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
を

支
え
る
た
め
の
勉
強
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
同
校
日
本
語
継
承

語
部
の
市
原
理
瑠
部
長
と
フ
レ

ミ
ン
グ
奈
津
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
司
会
進
行
と
講
師
を
務
め
、

ス
ク
リ
ー
ン
を
用
い
た
説
明
を

交
え
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
が

自
身
の
体
験
を
共
有
し
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

第
３
回
の
テ
ー
マ
は
、

「Family Language Policy

（
Ｆ
Ｌ
Ｐ
：
家
庭
内
で
の
言

語
使
用
に
関
す
る
方
針
や
実

践
）」。
ま
ず
、
言
語
政
策
は

「
人
々
の
言
語
観
（
信
念
）」「
言

語
に
関
す
る
制
度
や
方
針
（
管

理
）」「
実
際
の
言
語
使
用
（
実

践
）」
と
い
う
３
つ
の
側
面
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
言

語
政
策
は
「
言
語
の
社
会
的
地

位
（Status Planning

）」「
言

語
そ
の
も
の
の
整
備
（Corpus 

Planning

）」「
言
語
教
育
・
習

得
（Acquisition Planning

）」

の
３
つ
の
領
域
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
家
庭
や
教
育
を
含
む
社

会
全
体
の
中
で
、言
語
の
維
持
・

継
承
を
支
え
る
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

　

続
い
て
、家
族
言
語
政
策（
Ｆ

Ｌ
Ｐ
）
に
つ
い
て
、「
家
庭
内

で
、
い
つ
・
ど
こ
で
・
誰
と
・

ど
の
言
語
を
使
う
か
を
家
族
が

計
画
・
実
践
し
、
親
の
方
針
や

考
え
方
が
子
ど
も
の
言
語
習
得

や
言
語
使
用
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
か
を
考
え
る
取
り

組
み
」
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
。

具
体
例
を
交
え
な
が
ら
、
家
庭

が
言
語
継
承
に
果
た
す
役
割
の

重
要
性
や
、
地
域
社
会
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
世
代
間
交
流
の
中

で
日
本
語
を
積
極
的
に
使
う
こ

と
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
家
庭
に
お
け
る
「
先

生
」
は
親
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
と
い
う
日
本
語
が
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
言
語
と
な
る
環
境

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
日
本
語

を
継
承
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ

っ
た
。
特
に
、
子
ど
も
の
主
体

性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
家
庭
内

で
一
貫
し
た
ル
ー
ル
を
設
け

る
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
、

One Parent One Language

（
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
：
各
親
が
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
言
語
を
一
貫
し
て
子

ど
も
に
話
し
か
け
る
方
法
）、

家
庭
内
で
社
会
の
主
流
言
語
で

は
な
い
言
語
（
継
承
語
な
ど
）

の
み
を
使
用
す
る
方
法
な
ど
の

実
践
例
や
、
幼
少
期
か
ら
日
本

語
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
育

て
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て

も
紹
介
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
家
庭
で
の

日
本
語
教
育
へ
の
思
い
や
、
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
の
悩
み
が
共

有
さ
れ
た
。
次
回
は
「
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
の
子
ど
も
の
言
語
力
：

３
つ
の
側
面
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
る
予
定
。

プリンストン日本語学校
バイリンガル・多言語環境

支える勉強会

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校（
福
澤
隆
治
校
長
）

継
承
日
本
語
コ
ー
ス
は
5
月
30

日
、
日
本
文
化
体
験
授
業
を
開

催
し
た
。
当
日
は
、
在
Ｎ
Ｙ
日

本
国
総
領
事
館
片
平
大
使
の
視

察
も
あ
り
、礼
儀
作
法
や
武
道
・

古
武
道
を
通
し
て
、
日
本
文
化

に
根
付
く
礼
節
や
集
中
力
、
相

手
を
思
い
や
る
心
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　

ま
ず
、
お
辞
儀
の
意
味
や
作

法
に
つ
い
て
学
び
、
参
加
者
全

員
で
丁
寧
な
お
辞
儀
を
実
際
に

体
験
し
、
正
し
い
姿
勢
や
相
手

へ
の
敬
意
を
表
す
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
静
か
に

目
を
閉
じ
て
音
に
耳
を
澄
ま
せ

る
活
動
で
は
、
海
や
鳥
の
声
、

お
鈴
の
響
き
に
集
中
す
る
こ
と

で
、自
分
の
心
を
落
ち
着
か
せ
、

集
中
す
る
感
覚
を
体
験
し
た
。

　

続
い
て
、
空
手
の
演
武
を
は

じ
め
、
剣
道
、
ム
エ
タ
イ
の
紹

介
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
日

頃
取
り
組
ん
で
い
る
武
道
に
つ

い
て
披
露
し
た
。
特
に
ブ
ラ
ジ

リ
ア
ン
柔
術
は
、
日
本
発
祥
の

武
道
が
世
界
へ
広
が
り
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
学
ん
だ
。
ま
た
、
30
年
以
上

に
わ
た
り
古
武
道
を
学
び
、
達

士
の
称
号
を
持
つ
の
福
澤
校
長

先
生
よ
り
、
古
武
道
に
つ
い
て

の
話
と
演
武
を
披
露
が
あ
り

「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」

と
い
う
武
道
の
精
神
や
、
相
手

へ
の
敬
意
、
心
技
体
を
整
え
る

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
棒
術
や
抜
刀
術
の
迫
力
あ

る
演
武
が
始
ま
る
と
、
会
場
全

体
が
静
ま
り
返
り
、
参
加
者
は

真
剣
な
表
情
で
見
入
っ
て
い

た
。
刀
の
扱
い
方
や
所
作
に
は

相
手
へ
の
敬
意
を
示
す
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
歯

向
か
う
」
と
い
う
言
葉
の
由
来

に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ

き
、
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
は
、
篠
笛
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
「
小
さ
な
世
界
」
を
手

話
付
き
で
合
唱
し
た
。
美
し
い

篠
笛
の
音
色
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
友
達
と
の
つ
な
が
り
や
感

謝
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
。
今

回
の
授
業
を
通
し
て
、
児
童
生

徒
は
日
本
文
化
の
中
に
あ
る
礼

節
や
集
中
力
、
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

フィラデルフィア日本語補習授業校継承日本語コース

日本の礼節を学ぶ

https://www.aozoracommunity.org/
https://www.kikokushijoacademy.com/
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高
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小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
・
Ｌ
Ｉ
校

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
・
た
ん
ぽ
ぽ
学
園

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
・
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
土
曜
日
本
人
学
校
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
62
回
夏
期
課
題

の
選
考
作
品
24
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か

ら
、
年
度
末
に
年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞

を
選
出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記

用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数

が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞

と
し
て
応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈

し
ま
す
。

　

課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トwww.nyseikatsu.com 

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募
要
項
の
詳
細
も
同

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
第
63
回
秋
期
課
題
は
、
９
月
５
日
号

に
発
表
の
予
定
で
す
。

 協賛：米国ゼブラ社
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筆
者
は
、
不
益
に
は
人
を

成
長
さ
せ
る
価
値
が
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
便

利
さ
ば
か
り
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
不
便
な
状
況
の
中

で
工
夫
し
た
り
努
力
し
た
り

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

私
は
筆
者
の
考
え
に
賛
成

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
便
利

さ
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
力

を
、
不
便
な
状
況
で
こ
そ
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
か
ら
だ
。

　

筆
者
は
不
便
益
に
つ
い
て
、

困
難
が
あ
る
か
ら
こ
そ
人
は

工
夫
し
、
学
び
を
得
る
の
だ

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、

不
便
で
あ
る
こ
と
が
、
か
え

っ
て
人
間
に
と
っ
て
利
益
に

な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

例
え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

は
な
く
階
段
を
使
う
こ
と
で

筋
肉
を
使
い
、
運
動
不
足
の

解
消
に
つ
な
が
る
た
め
、
不

便
益
の
一
例
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
不
便
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
工

夫
し
た
り
、
身
体
を
動
か
し

た
り
、
考
え
た
り
す
る
よ
う

に
な
り
、
結
果
と
し
て
自
分

の
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。

　

ま
た
、
こ
の
考
え
は
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
問
題
を
考
え

る
上
で
特
に
重
要
だ
と
思
う
。

た
と
え
ば
、
今
後
ま
す
ま
す

進
む
と
さ
れ
て
い
る
高
齢
化

に
よ
り
、
介
護
の
現
場
で
は

人
手
不
足
が
深
刻
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
介
護
の

仕
事
は
、
人
と
人
の
関
わ
り

が
中
心
で
、
必
ず
し
も
マ
ニ

ュ
ア
ル
通
り
に
進
む
と
は
限

ら
な
い
。
利
用
者
一
人
ひ
と

り
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、
柔

軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
不
便
に
感
じ
る
場
面
も

多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ

か
ら
こ
そ
、
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
る
力
や
、
共
感

力
、
状
況
に
応
じ
た
判
断
力

な
ど
、
機
械
に
は
で
き
な
い

人
間
だ
け
の
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

「
不
便
益
」
に
よ
る
力
が
こ
れ

か
ら
の
社
会
に
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
現
代
で
は
AI
や

ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
が
急
速
に

進
歩
し
て
お
り
、
社
会
は
ど

ん
ど
ん
便
利
に
な
っ
て
い
る
。

「
他
己
し
ょ
う
か
い
を
通

し
て
感
じ
た
こ
と
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
村
　
遙
真

「
不
便
益
を
利
用
し
よ
う
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
悠
鈴

買
い
物
、
移
動
、
家
事
、
勉

強
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
自
動
化
が
進
み
、
人
が
直

接
行
わ
な
く
て
も
よ
い
こ
と

が
増
え
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、
AI
が
得
意
と
す
る
の
は
、

正
確
さ
や
効
率
と
決
め
ら
れ

た
こ
と
を
こ
な
す
力
で
あ
り
、

相
手
の
気
持
ち
を
く
み
と
っ

た
り
、
そ
の
場
に
応
じ
て
対

応
を
変
え
た
り
す
る
よ
う
な
、

人
間
ら
し
い
判
断
は
ま
だ
難

し
い
。
つ
ま
り
、
便
利
さ
だ

け
で
は
足
り
な
い
と
こ
ろ
に
、

人
の
力
が
生
か
さ
れ
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は

日
常
生
活
の
中
で
、
も
っ
と

便
利
に
、
簡
単
に
と
考
え
て

し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
し
か

し
、
不
便
な
場
面
に
こ
そ
学

び
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
そ

れ
を
乗
り
こ
え
る
こ
と
、
自

分
の
力
に
な
る
と
い
う
視
点

を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
。
特

に
、
日
常
の
中
に
あ
る
不
便

益
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
多

様
な
視
点
を
持
っ
た
世
界
で

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
不
便

は
決
し
て
無
駄
な
も
の
で
は

な
く
、
人
を
成
長
さ
せ
、
社

会
を
支
え
る
力
に
な
る
と
言

え
る
。
従
っ
て
、
私
は
筆
者

の
考
え
に
賛
成
で
あ
る
。
今

後
は
、
不
便
さ
を
前
向
き
に

捉
え
、
そ
れ
を
糧
に
ど
う
成

長
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　   　
（
滞
米
８
年
10
か
月
）

　

ぼ
く
は
サ
ッ
カ
ー
が
大
好

き
で
す
。
そ
の
気
持
ち
が
よ

く
伝
わ
る
「
ぼ
く
と
サ
ッ
カ

ー
」
に
つ
い
て
友
達
が
ス
ピ

ー
チ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
友
達
は
、
ぼ
く
が

も
の
す
ご
く
サ
ッ
カ
ー
が
好

き
で
あ
る
こ
と
が
く
わ
し
く

わ
か
る
し
ょ
う
か
い
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ち
ゃ

ん
と
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
け

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

自
己
し
ょ
う
か
い
で
は
自

分
で
自
分
を
し
ょ
う
か
い
す

る
か
ら
、
言
い
た
い
こ
と
を

ま
ち
が
え
る
こ
と
は
な
い
け

ど
、
他
己
し
ょ
う
か
い
で
は

他
の
人
が
自
分
を
し
ょ
う
か

い
す
る
か
ら
、
伝
え
た
こ
と

を
ま
ち
が
え
て
受
け
取
る
か

の
う
せ
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
な
か
、
ぼ
く
の
し
ょ
う

か
い
を
し
て
く
れ
た
友
達
は

一
つ
も
ま
ち
が
え
ず
、
と
て

も
良
い
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
ち
ゃ
ん
と
伝
え
た

い
こ
と
を
相
手
に
伝
わ
る
よ

う
に
話
し
た
い
で
す
。
ど
ん

な
こ
と
を
す
れ
ば
相
手
に
伝

わ
る
よ
う
に
な
る
か
考
え
た

と
こ
ろ
、
僕
は
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
入
れ
て
く
わ
し
く
話
す
と

い
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
入
れ
る
と
、

相
手
の
頭
の
中
に
「
場
面
」

が
う
か
び
や
す
く
な
り
、
印

象
に
残
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

れ
か
ら
は
く
わ
し
く
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
入
れ
て
伝
え
た
い

で
す
！

　
　

   　
（
滞
米
３
年
10
か
月
）

　

わ
た
し
は
、
こ
と
し
の
な
つ

休
み
に
、
か
ぞ
く
と
日
本
に
行

き
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

い
え
に
と
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
わ
た
し
は
、
れ
ん
た

ろ
う
く
ん
と
、
と
も
だ
ち
に
な

り
ま
し
た
。
れ
ん
た
ろ
う
く
ん

は
、
二
ね
ん
せ
い
で
す
。

　

は
じ
め
て
あ
っ
た
と
き
、
え

い
ご
で
か
い
た
て
が
み
を
く
れ

ま
し
た
。「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ト
ゥ

ー
ジ
ャ
パ
ン
、
マ
イ
ネ
ー
ム
イ

ズ
レ
ン
タ
ロ
ウ
。」
と
か
い
て

あ
り
ま
し
た
。
日
本
ご
で
、「
あ

り
が
と
う
。」
と
い
う
と
、「
日

本
ご
う
ま
い
ね
。」
と
い
わ
れ

ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
。
わ

た
し
も
日
本
人
だ
よ
。」
と
い

う
と
、
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
レ
ゴ
ガ
ー

デ
ン
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
に
い

き
ま
し
た
。
お
り
が
み
で
め
ん

こ
を
つ
く
っ
て
、
こ
う
え
ん
で

た
た
か
い
ま
し
た
。
く
た
く
た

に
な
る
ま
で
、あ
そ
び
ま
し
た
。

　

さ
い
ご
に
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

で
お
そ
ろ
い
の
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド

ル
の
ゆ
び
わ
が
あ
た
り
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ゆ
び

わ
を
い
っ
し
ょ
に
つ
け
て
、「
ら

い
ね
ん
の
な
つ
休
み
も
、
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
ね
。」
と
や

く
そ
く
し
ま
し
た
。
さ
い
こ
う

の
な
つ
休
み
で
し
た
。

　
　
　

   （
滞
米
３
年
４
か
月
）

　
「
や
っ
ぱ
り
マ
マ
ご
め
ん
」。

私
は
た
ま
に
自
分
が
悪
か
っ
た

こ
と
を
み
と
め
て
、
そ
ん
な
感

じ
で
謝
り
ま
す
。
で
も
、
た
ま

に
（
マ
マ
の
言
う
こ
と
な
ん
か

全
然
意
味
が
な
い
）
と
思
う

「
聞
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
本
　
絵
玲
奈

「れんたろうくん」
　　　　 　　ニューヨーク補習授業校 LI 校小１

　　　　　　　　　　　　　　　すどう　るの

「『
エ
ジ
ソ
ン
』
を
読
ん
で
」

　
　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
土
曜
日
本
人
学
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
し
ろ
　
と
う
せ
い

け
れ
ど
、
や
は
り
聞
い
た
方

が
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
言

う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
ら
、

全
て
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を

聞
く
メ
リ
ッ
ト
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
効
率

良
く
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
理
解
が
深
ま
り
、
授
業

が
分
か
り
や
す
く
な
り
、
そ

の
結
果
成
績
が
よ
く
な
り
ま

す
。
合
わ
せ
て
四
つ
も
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

反
対
に
、
お
母
さ
ん
の
話

が
長
す
ぎ
る
こ
と
は
時
間
の

無
駄
に
な
る
と
い
う
意
見
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
話
が

長
す
ぎ
て
も
、
時
間
の
無
駄

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
っ
と

将
来
役
立
つ
言
葉
を
言
っ
て

い
る
の
で
す
。
親
た
ち
は
、

自
分
の
子
供
た
ち
を
あ
い
し

て
い
る
か
ら
言
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
そ
れ
を
聞
き
逃
す

と
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
自
分
に

も
ど
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ

か
ら
私
は
、
絶
対
に
聞
い
た

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

改
め
て
、
お
母
さ
ん
の
言

う
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
長
く

て
も
、
何
が
あ
っ
て
も
聞
い

た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
聞
き
た
く
な
か
っ
た
ら
、

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
な
ど
楽

し
い
こ
と
を
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　

   （
滞
米
２
年
４
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

　

ぼ
く
は
、
か
学
が
好
き
な

の
で
「
エ
ジ
ソ
ン
」
を
読
み

ま
し
た
。
エ
ジ
ソ
ン
は
い
た

ず
ら
が
好
き
だ
け
ど
、
も
の

す
ご
く
発
明
の
才
の
う
を
も

っ
て
い
ま
し
た
。

　

エ
ジ
ソ
ン
は
、
色
々
な
物

を
発
明
し
て
世
界
中
の
人
々

を
助
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

エ
ジ
ソ
ン
の
発
明
の
中
で

一
番
す
ご
い
の
は
、
電
球
で

す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
エ

ジ
ソ
ン
の
お
か
げ
で
ぼ
く
た

ち
が
、
電
気
を
使
え
る
か
ら

で
す
。

　

ま
た
、
エ
ジ
ソ
ン
は
、
長

生
き
に
も
ち
ょ
う
せ
ん
し
て
、

84
才
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
昔
の
大
人
の
男

の
人
た
ち
は
、
55
才
ぐ
ら
い

ま
で
し
か
生
き
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
エ
ジ
ソ
ン
は
い
大

で
す
ご
い
の
で
す
。

　

そ
ん
な
い
大
な
エ
ジ
ソ
ン

で
も
、
え
ん
ぜ
つ
が
大
の
に

が
手
で
お
も
し
ろ
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
え
ん
ぜ
つ
の
と

中
で
た
お
れ
て
し
ま
っ
て
、

一
九
三
一
年
に
し
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

　

フ
ー
バ
ー
大
と
う
り
ょ
う

が
電
球
を
け
そ
う
と
て
い
あ

ん
し
て
、
午
後
十
時
に
ほ
ぼ

全
て
の
家
て
い
の
明
か
り
が

き
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
み
ん
な
「
こ
れ

か
ら
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン

の
行
く
先
に
光
が
あ
り
ま
す

よ
う
に
。」
と
ね
が
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
も
、
こ
の
本
を
読
ん

で
「
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
ト
ー

マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
が
行
く
先

に
光
が
あ
る
よ
う
に
。」
と
、

ね
が
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
エ
ジ
ソ
ン
が
世

界
に
と
も
し
て
く
れ
た
光
を

け
さ
な
い
よ
う
に
ぼ
く
も
し

ょ
う
来
、
人
々
の
生
活
を
も

っ
と
楽
に
す
る
た
め
に
、
新

し
い
物
を
発
明
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
４
か
月
）
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写
真
家
・
佐
々
木
康
氏
を
知

っ
た
の
は
昨
年
６
月
。
私
が
勤

め
る
児
童
養
護
施
設
に
某
新
聞

社
の
依
頼
を
受
け
て
氏
が
撮
影

に
来
ら
れ
た
。
１
日
か
け
て
の

取
材
の
案
内
係
を
務
め
、
取
材

対
象
へ
の
温
か
い
眼
差
し
や
丁

寧
な
仕
事
ぶ
り
が
印
象
に
残
っ

た
。
ま
た
戦
地
取
材
の
体
験
が

あ
る
こ
と
も
察
せ
ら
れ
た
。
今

年
３
月
、
偶
然
目
に
し
た
新
聞

記
事
で
、
氏
が
第
34
回
林
忠
彦

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
知
っ

た
。
ど
ん
な
写
真
を
撮
る
方
な

の
だ
ろ
う
と
、
本
書
を
取
り
寄

せ
た
。

　
「
こ
れ
は
一
体
何
？
」、
ま
ず

そ
う
思
っ
た
。
ヘ
ル
ソ
ン
…
現

在
進
行
中
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
何
の
知

識
も
な
い
ま
ま
写
真
を
見
た
。

戦
争
の
中
に
日
常
が
あ
り
、
日

常
の
中
に
戦
争
が
あ
る
。
カ
メ

ラ
を
正
面
に
見
据
え
た
顔
は
、

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
の
写
し
手

へ
の
信
頼
な
く
し
て
得
ら
れ
な

い
表
情
だ
。
戦
争
の
悲
惨
な
場

面
ば
か
り
で
は
な
く
、
何
気
な

い
風
景
や
食
べ
物
や
花
、
日
常

の
人
々
の
生
活
が
写
真
集
に
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　

写
真
を
一
通
り
見
た
後

で
、
氏
の
文
章
を
読
ん
だ
。

２
０
２
２
年
と
24
年
、
現
地
に

赴
い
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
兵
士
と

共
に
過
ご
し
た
体
験
が
記
さ
れ

て
い
る
。
文
を
読
ん
で
か
ら
改

め
て
写
真
を
見
る
と
、
一
見
何

の
脈
絡
も
な
く
並
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
た
写
真
た
ち
が
熟
考
の

上
で
構
成
さ
れ
、
写
真
と
文
が

あ
わ
さ
っ
て
初
め
て
写
真
集
と

し
て
独
特
な
仕
上
が
り
に
な
っ

て
い
る
と
理
解
で
き
た
。

　

決
し
て
、
声
高
に
戦
争
反
対

を
訴
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
よ
り
そ
の
現
実
に
近
い

人
々
を
レ
ン
ズ
で
捉
え
る
こ
と

で
、
写
真
集
を
見
る
人
に
そ
の

場
に
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を

起
こ
さ
せ
る
。

　

氏
と
現
地
の
人
々
と
の
や
り

取
り
の
記
録
か
ら
は
、
戦
争
が

始
ま
っ
て
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
々
の
心
の
移
り
変
わ
り
も

わ
か
る
。
こ
の
戦
争
に
疲
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
ロ
シ
ア

に
奪
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
抵

抗
が
人
々
を
奮
い
立
た
せ
て
い

る
、
そ
う
感
じ
た
。

　

実
際
に
写
真
を
見
た
く
な
っ

て
、
開
催
中
の
写
真
展
に
足
を

運
ん
だ
。
写
真
集
で
見
た
数
々

の
写
真
た
ち
の
一
部
が
よ
り

鮮
明
に
会
場
に
飾
ら
れ
て
い

た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
、
氏
は

友
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
士
の
言

葉
を
紹
介
し
て
く
れ
た
が
、
中

で
も
「
戦
争
の
痛
み
を
知
っ
て

い
る
う
ち
は
平
和
で
あ
る
と
言

え
る
が
、
そ
の
痛
み
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
た
時
に
戦
争
が
起
こ

る
」
と
の
言
葉
に
は
重
み
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
写
真
集

は
氏
だ
か
ら
こ
そ
出
来
た
も
の

だ
と
、
強
く
納
得
で
き
た
。
つ

ま
り
そ
れ
は
「
氏
が
現
地
に
行

っ
た
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
人
々
が
い
た
、
さ
ら
に
戦

地
に
行
っ
た
、
そ
こ
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
兵
士
が
い
た
、

そ
し
て
写
真
を
撮
ら
せ
て
く
れ

た
」
と
い
う
も
の
だ
。

　

氏
は
、
幼
少
期
に
旧
西
ド
イ

ツ
で
生
活
し
た
経
験
が
あ
り
、

各
地
の
紛
争
や
災
害
の
最
前
線

で
写
真
を
撮
っ
て
き
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
写
真
の
仕
事
が
な
く
な

り
精
神
的
に
辛
い
時
期
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
が
起
こ
っ
た
。
フ

ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

「
何
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
」
と
の
思
い
で
現
地
入

り
、
そ
れ
が
今
回
の
写
真
集
と

な
っ
た
。
今
ロ
シ
ア
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
々
が
「
ヒ
ュ
ー
マ

ン 

・
サ
フ
ァ
リ
（
人
間
狩
り
）」

と
恐
れ
る
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
な

り
ふ
り
構
わ
ぬ
攻
撃
を
一
般
市

民
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
そ
れ
で
も
、
こ
ち
ら
を

見
つ
め
る
人
々
の
ま
っ
す
ぐ
な

眼
差
し
に
希
望
を
見
出
し
て
い

る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
田
美
子
）

＊
写
真
集
は
２
４
０
ペ
ー
ジ
、

８
0
０
０
円
。
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ

パ
ン
か
ら
購
入
可
能
。

 日常の中の戦争、戦争の中の日常　　　　　　　　　
ササキコウ・著

  自費出版

■眠れぬおまえに遠くの夜を（桐野夏生、文藝春秋）32
歳で遅咲きのデビューを果たし、人気俳優として活躍する
パク・テミンが語るナダンの話。高校時代、ワシントン
DCに留学していたテミンはバージニア州のコリアンタウ
ンの歌謡コンテストで14歳のナダンが優勝するのを見た。
■海暗（有吉佐和子、河出文庫 )1968年に出版された有吉
佐和子の問題作が復刊。御蔵島が米軍射爆場に内定した。
平和でのどかな島に住む島民たちに突然知らされた。射爆
場建設計画により島民の心が分裂する。思いもよらぬ大事
件に翻弄される島民の苦悩と哀歓を描く長編。■書物を楽
しむ（林望、朝日新書）著者は1949年生まれ。東京芸術
大学教授を経て、文筆と国文学探求をする通称リンボウ先
生がデジタル化が進む現代だからこそ、千年の歴史を持つ
「紙の本」の身体的快楽と完成度を見直すべきだと提唱す
る。電子書籍や教育のデジタル化を排し、アナログな紙媒
体への愛着と、人生を豊かにする「再読」の楽しみを説く。
■小さな故意の物語（東野圭吾、講談社文庫）1998年の『秘
密』や99年の『白夜行』で人気作家の仲間入りを果たす
まで長い不遇の時代があった東野圭吾。この時期に書かれ
た短編である「冷たい灼熱」、「しのぶセンセの推理」、表
題の「小さな故意の物語」は隠れた傑作と呼ばれ、繊細な
心理描写や意外なトリックの原点である。■肌馬の系譜（山
田詠美、幻冬舎文庫）自らを繁殖牝馬になぞらえた呟きをきっかけにこぼれ
出す、母娘三代の密やかな本音を綴る表題作「肌馬の系譜」。歌舞伎町に流
れ着いたホストと女性の破滅的な青春「ジョン＆ジェーン」ほか、時代の吐
息を描き出す至芸の短編13篇。山田詠美ワールドが炸裂する。■コズミッ
ク・ガール（伊代原新、文藝春秋）NHKドラマ化で話題の青春科学小説『宙
わたる教室』の続編。かつて JAXAとの共同研究という快挙を成し遂げた「伝
説の科学部」がある東新宿高校定時制。顧問の藤竹が去り廃部となっていた。
６年後、進学校から転入した飯星佐那が部の再建に動き出す。前作メンバー
の岳人や佳純も再登場。多様な背景を持つ生徒たちが再び科学を通じて繋が
り、情熱を取り戻していく姿を描いた、感動と希望に満ちた長編。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

過
酷
な
韓
国
芸
能
界
を
桐
野
夏
生
が
描
く
。
復
刊
版
も
大
人
気
な
有
吉
佐
和
子
の
問
題

作
。
デ
ジ
タ
ル
で
は
な
く
紙
の
本
で
読
も
う
。
東
野
圭
吾
が
20
代
の
こ
ろ
の
短
編
集
。
山

田
詠
美
の
エ
ロ
ス
過
激
短
編
集
。
話
題
の
青
春
科
学
小
説
の
続
編
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

地
球
温
暖
化
や
環
境
災
害
に

よ
る
大
洪
水
で
人
間
の
文
明
は

海
に
沈
み
、
わ
ず
か
な
建
造
物

だ
け
が
水
面
に
顔
を
出
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
世
界
の
片
隅
に

人
間
が
見
捨
て
た
「
廃
墟
と
な

っ
た
動
物
園
」
が
あ
り
、
そ
こ

に
は
絶
滅
危
惧
種
を
含
む
生
き

残
っ
た
動
物
た
ち
が
取
り
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ビ
ル
10
階
分

ほ
ど
も
あ
る
黄
色
い
巨
大
な
建

設
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
ノ
ア
は
、
お

腹
を
す
か
せ
た
動
物
た
ち
を
見

つ
け
、
彼
ら
の
お
世
話
を
し
は

じ
め
ま
す
。
パ
ン
ダ
に
笹
を
あ

げ
た
り
、
猛
獣
に
魚
を
与
え
た

り
し
な
が
ら
、
ノ
ア
は
優
し
く

動
物
た
ち
を
守
り
続
け
ま
す
。

し
か
し
、
さ
ら
な
る
巨
大
な
嵐

が
動
物
園
を
襲
お
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
動
物
た

ち
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
と
察

知
し
た
ノ
ア
は
、
ガ
ラ
ク
タ
を

集
め
て
「
巨
大
な
船
（
方
舟
）」

を
作
り
上
げ
ま
す
。

　

大
洪
水
に
よ
っ
て
人
類
が
消

え
た
未
来
の
地
球
を
舞
台
に
、

孤
独
な
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
物

た
ち
を
守
る
た
め
に
奮
闘
す
る

Ｓ
Ｆ
風
「
ノ
ア
の
方
舟
」
物
語
。

美
し
い
水
彩
画
で
見
る
文
字
の

な
い
環
境
冒
険
絵
本
。（
高
田
）

Ｓ
Ｆ
風
「
ノ
ア
の
方
舟
」
物
語

 『The Last Zookeeper』
Written by Aaron Becker
Published by Candlewick

https://kosasaki.photoshelter.com/portfolio/G0000KRStqZa0h.s

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.his-usa.com/special/america/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=affiliate_banner&utm_campaign=weekly_ny&utm_content=top_banner
http://kkobo.com/
https://kosasaki.photoshelter.com/portfolio/G0000KRStqZa0h.s
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
マ
ッ

チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
よ
う
な
バ
ー

チ
ャ
ル
な
世
界
で
の
出
会
い
が

増
え
て
い
る
一
方
、
五
感
で
相

手
を
感
じ
ら
れ
る
「
ス
ピ
ー
ド

デ
ー
ト
」
と
い
う
対
面
イ
ベ
ン

ト
も
人
気
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
デ

ー
ト
は
、
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
で

多
く
の
異
性
と
1
対
1
の
短
い

会
話
を
順
番
に
重
ね
て
い
く
、

効
率
的
で
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

な
出
会
い
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　
「
ス
ピ
ー
ド
デ
ー
ト
」
は
、

と
て
も
シ
ン
プ
ル
。
参
加
し
て

い
る
お
相
手
候
補
者
全
員
と
、

一
人
あ
た
り
5
分
程
度
の
対
話

を
順
番
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

時
間
の
合
図
と
と
も
に
男
性
が

次
の
席
へ
と
移
動
、
お
相
手
全

員
と
お
話
し
が
終
わ
っ
た
後
、

「
も
う
少
し
話
し
て
み
た
い
」

直
感
を
信
じ
て
一
歩
踏
み
出
そ
う
。

スピードデートが教えてくれる

出会いのヒント　（５）

め
、
安
全
で
質
の
高
い
出
会
い

が
期
待
で
き
ま
す
。
エ
ン
タ
メ

的
な
要
素
も
あ
り
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
出
会
え
る
と
参
加
者
か

ら
は
毎
回
、
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
「
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
写
真
だ

け
で
は
、
お
断
り
し
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
お
相
手
で
も
、
実

際
に
お
会
い
し
て
み
た
ら
印
象

が
全
く
違
っ
た
。『
真
剣
交
際
』

へ
と
発
展
し
ま
し
た
」
と
い
う

嬉
し
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
条
件
や
デ

ー
タ
だ
け
で
は
測
れ
な
い
五
感

の
ひ
ら
め
き
が
、
そ
こ
に
は
あ

り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
新
し
い
一

歩
に
向
け
て

　

私
た
ち
の
結
婚
相
談
所
で

は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、
東
京
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
数
多
く
の
ス
ピ
ー
ド
デ

ー
ト
を
開
催
し
、
世
界
中
で
ご

縁
を
繋
い
で
き
ま
し
た
。 

　

ぜ
ひ
次
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

「
連
絡
先
を
交
換
し
た
い
」
と

感
じ
た
方
を
選
ん
で
主
催
者
へ

伝
え
ま
す
。
お
互
い
の
希
望
が

一
致
す
れ
ば
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成

立
。
連
絡
先
交
換
や
次
の
デ
ー

ト
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
仕
組
み

で
す
。

画
面
越
し
で
は
分
か
ら
な
い

「
直
感
」
の
力

　

ス
ピ
ー
ド
デ
ー
ト
の
最
大
の

魅
力
は
、
お
相
手
の
話
し
方
や

雰
囲
気
、
そ
し
て
「
直
感
的
な

相
性
」
を
短
時
間
で
体
感
で
き

る
点
に
あ
り
ま
す
。
画
面
越
し

に
文
字
だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ

が
ち
な
婚
活
に
お
い
て
、「
ま

ず
は
リ
ア
ル
で
会
っ
て
み
る
」

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
実
は

理
想
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
出
会
う

た
め
の
近
道
な
の
で
す
。

安
心
感
と
、
質
の
高
い
出
会
い

を
両
立

　

結
婚
相
談
所
が
主
催
す
る
ス

ピ
ー
ド
デ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、
参

加
者
全
員
の
意
識
が
「
結
婚
」

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
た

開
催
さ
れ
る
際
に
は
、
勇
気
を

出
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
直
感

が
、
未
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
引

き
寄
せ
る
素
晴
ら
し
い
き
っ
か

け
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
私
た

ち
は
い
つ
で
も
、
あ
な
た
の
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
心
か
ら
応
援

し
て
い
ま
す
。

松
本
直
子

国
際
結
婚
相
談
所
Ｔ
Ｊ
Ｍ
代

表
。
米
国
を
拠
点
に
、
世
界

で
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
日
本

人
女
性
と
海
外
男
性
の
良

縁
を
繋
ぐ
。
温
か
く
丁
寧

な
支
援
で
成
婚
へ
導
く
。  

https://traditionaljapanese
matchmaker.us/

 千葉真知子の
 ART COOKING

材料

TULIP ...........１缶　
ケチャップ ...適宜

ポ
ー
ク
ラ
ン
チ
ョ
ン
ミ
ー
ト

　

か
な
り
昔
か
ら tulip 

の
名

前
で
売
ら
れ
て
い
る
ポ
ー
ク
ラ

ン
チ
ョ
ン
ミ
ー
ト
で
す
。
長
期

保
存
が
で
き
る
た
め
に
非
常

食
、
保
存
食
と
し
て
人
気
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
ミ
ー
ト
を

ス
ラ
イ
ス
を
し
て
焼
く
だ
け
で

す
が
、
朝
食
に
、
オ
ー
ド
ブ
ル

に
、
そ
し
て
夕
食
に
焼
く
だ
け

で
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

作
り
方

１　

ラ
ン
チ
ョ
ン
ミ
ー
ト
は
５

ミ
リ
厚
さ
に
ス
ラ
イ
ス
し
ま

す
。

２　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
①
を
並
べ

て
置
き
、
油
が
出
る
ま
で
焼
き

ま
す
。
ひ
っ
く
り
返
し
て
皿
に

同
様
に
焼
き
ま
す
。
皿
に
並
べ

て
ハ
ー
ブ
を
あ
し
ら
い
ま
す
。

３　

②
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
添
え

て
、
好
み
の
量
の
ケ
チ
ャ
ッ
プ

を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

旧
フ
ァ
イ
ザ
ー
本
社
ビ
ル

構
造
異
常
で
周
辺
一
帯
閉
鎖　

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

駅
近
く
に
あ
る
旧
フ
ァ
イ
ザ
ー

本
社
ビ
ル
（
東
42
丁
目
２
３
５

番
地
）
で
7
日
朝
、
改
修
工
事

中
の
建
物
に
深
刻
な
構
造
異
常

が
見
つ
か
り
、
周
辺
一
帯
が
封

鎖
さ
れ
る
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
負

傷
者
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

が
、
市
当
局
は
「
極
め
て
深
刻

な
状
況
」
と
し
て
警
戒
を
続
け

て
い
る
。

　

消
防
当
局
に
よ
る
と
、
工
事

関
係
者
が
21
階
と
22
階
で
鉄
骨

梁
や
支
柱
の
座
屈
（
変
形
）
を

発
見
し
、
自
主
的
に
避
難
。
そ

の
後
の
調
査
で
複
数
階
の
床
に

も
た
わ
み
や
亀
裂
が
確
認
さ
れ

た
。
市
は
周
辺
道
路
を
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
通
行
止
め
と

し
、
近
隣
の
学
校
や
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
、
住
宅
な
ど
を
一
時
避
難

さ
せ
た
。
交
通
規
制
の
影
響
で

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
周
辺

で
は
大
規
模
な
渋
滞
も
発
生
し

た
。
一
部
の
構
造
エ
ン
ジ
ニ
ア

は
、
損
傷
し
た
梁
が
さ
ら
に
破

壊
さ
れ
た
場
合
に
は
上
層
階
に

影
響
が
及
ぶ
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
る
。

https://shopnyseikatsu.com/
https://traditionaljapanese
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EVENT
■ ジ ャ パ ン フ ェ ス ＝ 7/11　10:00 ～ 18:00　
Chelsea（6th Ave, 17-18th St.）毎年多くの人が集
まる日本のストリートフェア。たこ焼き、おにぎり、
焼きそばなどのほか、抹茶スイーツや日本の雑貨な
ど多くの店が出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■マンハッタンヘンジ＝ 7/11　20:20（Full Sun）、
7/12　20:21（Half Sun）高層ビルが規則正しく並
ぶマンハッタンで、東西に走る通りの延長線上に夕
日が沈む現象。年に２度見られ（5月と 7月）夕日
の美しさと都市の構造美が重なる奇跡的な瞬間とし
て、多くの写真家や観光客に親しまれている。42
丁目や 34丁目など、東西にまっすぐ伸びる大通り
の交差点がベストスポット
■フレンチ・レストラン・ウィーク＝ 7/19まで  米
仏友好 250周年を記念し、NYで開催されるイベン
ト。ノーホーの「ラファイエット」やトライベッカ
の「フレンチェッテ」、ヘルズキッチンの「マルセ
イユ」、ダニエル・ブールー氏が手がける各店が参加。
プリフィックス・メニューやクロックムッシュなど
の軽食、伝統的フレンチのコースなどを提供する。
詳細は https://frenchrestaurantweek.com
■ NYCレストランウィーク＝ 7/20～ 8/16   市内
各参加レストラン　市内数百軒のレストランで特別
価格のプリフィックス・メニューが楽しめる年に 2
回の美食イベント。ランチやディナーのコースが
30ドル、45ドル、60ドルの均一料金でお得に体験
できる。参加店のリストやメニュー、予約は公式サ
イトから。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/restaurant-
week/
■ Melee The Show ＝ 8/2 ～ 8/4　The Lighthouse
（チェルシーピア内）2017年に 2人のジュエリーデ
ザイナー、Lauren WolfとRebecca Overmannによっ
て設立された、招待制の国際的デザイナージュエ
リー・トレードショー。デザイナーとバイヤーを結
びつけるためのクローズドな空間でファインジュエ
リーやコンテンポラリージュエリーが展示される。
詳細は https://www.meleetheshow.com
■ Shoppe Object ＝ 8/2 ～ 8/4　Starrett-Lehigh 
Building（11th Ave, 27th St.）ホームデコ（インテ
リア雑貨）、デザインギフト、ライフスタイル雑貨、
ジュエリー、アパレルなど、世界中から厳選された
850以上のインディペンデントで洗練されたブラン
ドが集まるデザイン系トレードショー。日本からも
多くの製品が出展する。
詳 細 は https://shoppeobject.com/new-york-city-
show

MUSIC
■久石譲コンサート＝ 7/10・11　20:00  Carnegie 
Hall（Stern Auditorium / Perelman Stage：57th St. 
& 6th Ave.）作曲家の久石譲がセントルークス・オー
ケストラを率いてカーネギーに再登場。プログラ
ムの冒頭ではフィリップ・グラスの交響曲第 1番
「ロー」を披露する。後半では NY初演となる新作
を指揮する。入場料：＄90～
詳 細 は https://www.carnegiehall.org/events/joe-
hisaishi

THEATRE/DANCE 
■イントレピッド海上航空宇宙博物館の無料映画上
映会＝ 7月と 8月の最終金曜　Pier 86（W 46th St 
and 12th Ave）上映映画は、7/31『ナショナル・ト
レジャー（National Treasure）』、8/28『アメリカ物
語 2/ファイベル西へ行く（An American Tail: Fievel 
Goes West）』。ハドソン川の風に吹かれながら、船
の甲板で夜景と映画を同時に楽しめる夏の恒例イ
ベント。入場開始は 18時、映画は日没後にスター
ト。詳細は https://intrepidmuseum.org/free-movie-
night-series
■シェイクスピア・イン・ザ・パーク＝ 8/23まで　
Delacorte Theater in Central Park　6/28までは約
20年ぶりの上演となる『ロミオとジュリエット』。
7/25～ 8/23までは、晩年のシェイクスピアによる
悲劇と喜劇、そして赦しと再生が混ざり合った独特
な戯曲『冬物語（The Winter’s Tale）』を上演する。
入場無料。詳細は https://publictheater.org/free-
shakespeare-in-the-park

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
第
一
線
で
55
年
、
ア
ル

バ
ム
も
絶
え
る
こ
と
な
く
リ
リ

ー
ス
し
続
け
て
い
る
あ
が
た
森

魚
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
来
米
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
イ
ー
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
に
あ
る
教
会
ミ
ド
ル
・

チ
ャ
ー
チ
で
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
っ
た
。
ギ
タ
ー
伴
奏
は
髙

橋
裕
。
後
半
は
コ
ン
サ
ー
ト
を

共
催
し
た
Ｃ
Ｒ
Ｓ
と
癒
し
の
音

楽
活
動
を
す
る
サ
ウ
ン
ド
・
ヒ

ー
リ
ン
グ
・
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

ー
の
サ
コ
・
ミ
ヨ
ジ
と
ケ
ビ
ン
・

ナ
サ
ニ
エ
ー
ル
両
氏
と
の
ジ
ェ

ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ
た
。

　

あ
が
た
さ
ん
は
、「
サ
ル
ビ

ア
の
花
」
や
「
春
の
嵐
の
夜
の

手
品
師
」
を
歌
っ
た
あ
と
稲
垣

タ
ル
ホ
の
世
界
観
も
語
り
で
披

会
や
ね
」
と
言
っ
た
声
も
聞
か

れ
た
ほ
ど
だ
。
そ
し
て
あ
が
た

さ
ん
は
北
海
道
小
樽
市
で
育
っ

た
少
年
時
代
の
担
任
教
師
、
佐

藤
啓
子
先
生
を
敬
う
歌
を
披
露

す
る
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

　

あ
が
た
さ
ん
は
「
僕
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
ひ
か
れ
る
の
は
、

や
は
り
強
く
て
大
き
な
、
錯
綜

す
る
近
代
が
そ
こ
に
ぎ
っ
し
り

あ
る
か
ら
で
す
。
僕
の
感
受
性

で
は
、
自
分
が
小
学
校
時
代
に

過
ご
し
た
小
樽
の
街
と
同
じ
な

の
で
す
。
近
代
の
栄
光
と
錯
綜

を
強
く
内
包
し
、
そ
れ
で
も
そ

れ
は
、
未
来
へ
の
強
い
希
望
を

秘
め
て
い
る
こ
と
が
強
く
感
じ

取
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
ん
な
に

魅
力
的
な
場
所
は
僕
に
は
そ
う

そ
う
な
い
の
で
す
。で
す
の
で
、

今
後
と
も
様
々
な
ト
ラ
イ
を
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
語
っ
た
。

黄
昏
時
の
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

が
、
70
年
代
の
東
京
と
オ
ー
バ

ー
ラ
ッ
プ
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
だ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
流
れ
た
赤
色
エ
レ
ジ
ー

あ
が
た
森
魚
が
歌
う

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日
本

人
作
曲
家
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮
嶋

み
ぎ
わ
が
13
日
（
月
）
午
後
７

時
と
９
時
か
ら
名
門
ジ
ャ
ズ
ク

宮
嶋
み
ぎ
わ
が
13
日
に

東
日
本
大
震
災
を
演
奏

ラ
ブ
、
デ
ィ
ジ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

（
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
10
番

地
、
タ
イ
ム
ワ
ー
ナ
ー
ビ
ル
４

階
）
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

３
・
11
東
日
本
大
震
災
に
影
響

を
受
け
た
20
人
を
宮
嶋
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
米
国
の
ア
ー
ト

支
援
団
体
７
団
体
よ
り
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
7
年
を
か
け
て

大
作
を
作
曲
。
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ

ス
の
音
楽
家
、
役
者
と
と
も
に

公
演
を
行
う
。
一
晩
の
み
の
限

定
公
演
。
実
話
に
基
づ
く
ジ
ャ

ズ
公
演
。
新
作『Unbreakable 

Hope & Resilience

（
組
曲 

希
望
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）』
の

リ
リ
ー
ス
公
演
と
も
な
る
。。

入
場
料
は
25
ド
ル
〜
55
ド

ル
。
１
人
25
ド
ル
以
上
の
注

文
が
必
要
。
予
約
：https://

jazz.org/concerts-events/
calendar/ 

よ
り
予
約
。

 

星
の
島
句
会

旅
を
ゆ
く
虹
出
れ
ば
虹
浴
び
な
が
ら 
月
野
ぽ
ぽ
な

鍵
盤
に
黒
光
り
の
手
熱
帯
夜 
斉
藤
テ
リ
ー　

連
な
り
て
風
い
な
し
け
り
川
蜻
蛉 
亀
田
種
子　
　
　
　

炎
天
に
錆
び
た
手
押
し
の
ポ
ン
プ
井
戸 

太
田
風
子　

浅
草
寺
羅
の
着
流
し
の
老
爺
か
な 

豊
島
キ
ヌ　
　

hoshinoshima819@gmail.com

★
仲
間
募
集
中
★

露
し
な
が
ら
、
１
９
７
２
年
の

自
身
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
赤
色
エ

レ
ジ
ー
」
を
熱
唱
し
た
。「
赤

色
エ
レ
ジ
ー
」
は
、
今
か
ら
半

世
紀
以
上
も
前
に
ア
ニ
メ
ー
タ

ー
の
よ
う
な
画
家
を
目
指
し
て

上
京
し
た
若
き
幸
子
と
一
郎
の

同
棲
生
活
を
描
い
た
林
静
一
の

漫
画
で
、
月
刊
漫
画
雑
誌
「
ガ

ロ
」
に
連
載
さ
れ
た
作
品
。
あ

が
た
さ
ん
は
そ
の
二
人
の
エ
レ

ジ
ー
な
生
活
に
感
動
し
て
こ
の

曲
を
作
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
に

憧
れ
て
若
き
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
来
た
あ
が
た
さ
ん
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
幸
子
と
一
郎

の
よ
う
な
若
き
日
本
人
の
画
家

や
ア
ー
テ
イ
ス
ト
た
ち
が
い
る

こ
と
を
知
る
。
当
日
は
、
か
つ

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
幸
子
や
一

郎
を
地
で
生
き
た
在
留
邦
人
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
今
も
な
お

健
在
と
ば
か
り
に
大
勢
コ
ン
サ

ー
ト
に
詰
め
か
け
た
。
聞
き
入

っ
た
人
か
ら
は
「
ま
る
で
同
窓

Ｃ
Ｒ
Ｓ
が
癒
し
の
音
楽
と
共
催
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